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今週のキーワード

AI創薬とDDS
難病治療を革新する新技術と市場動向

30
件

総記事数

7
カ国

対象国数

75
件

AI創薬候補

23
億ドル

最大契約額

今週の全30記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 AI創薬が研究加速 技術概観
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
AlphaFoldや生成モデルによりAI創薬がR&D;効率を
劇的に向上させ、臨床パイプラインを拡大している。

#02 AIが創薬を変革 技術概観
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
AIの機械学習が創薬プロセスを加速し、コストと期間
を削減。過去10年で75件の臨床候補を創出。

#03 二重特異性抗体 製品紹介
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

二重特異性抗体（BsAb）が癌治療に革命。FDA承認1
5種、臨床試験中600種以上でT細胞エンゲージャーと
して期待。

#04
ac4C mRNAプラット
フォーム

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ジョンズホプキンスがac4C mRNAプラットフォーム
を開発。業界標準より高効率で治療タンパク質を生成
。

#05 ADC開発ガイド 解説記事
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
抗体薬物複合体（ADC）は抗体・リンカー・ペイロー
ドの精密設計が鍵。傍観者効果で癌治療を強化。

#06 AI創薬の限界指摘 学術論文
●●○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
東北大学院生の研究でAI創薬の限界を指摘。複雑な研
究には人間の専門知識と介入が不可欠。

#07 BBB突破の新戦略 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
血液脳関門（BBB）突破の新戦略。ペプチドやトロイ
の木馬アプローチで脳疾患治療薬の送達を革新。

#08 siRNA療法成功 製品紹介
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
siRNA療法が遺伝性アミロイドーシス治療薬パチシラ
ンなどで有害遺伝子のスイッチオフに成功。

#09 PROTACs vs. 分子糊 技術比較
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
PROTACsと分子糊は標的タンパク質分解の異なる戦
略。サイズと透過性が選択基準となる。

#10 ERAS-0015にFT指定 製品発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
FDAが転移性膵腺癌治療薬Erascaの経口パンRAS分子
糊ERAS-0015にファストトラック指定。

#11 FoundayoがFDA承認 新製品
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

イーライリリーの経口GLP-1アゴニスト「Foundayo
」が肥満・過体重治療薬としてFDA承認。食事制限な
し。

#12 BsAbで癌治療 製品紹介
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
NJ Cancer Careが二重特異性抗体療法で標準治療不
応性癌患者に新たな治療選択肢を提供。

#13
ヘム制御分子糊POLDI
P2

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
科学者が酸素運搬分子ヘムを制御する「分子糊」POL
DIP2を発見。稀な疾患治療に貢献。

#14 分子糊分解剤が拡大 技術解説
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
分子糊分解剤が癌研究で「ドラッグ可能」なプロテオ
ームを拡大。シンプル構造でCNS送達に期待。

#15 GLP-1作用機序解説 解説記事
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
GLP-1受容体アゴニストの作用機序を解説。血糖管理
、体重減少、代謝性疾患への包括的アプローチ。

#16 BsAb安定性リスク特定 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
A*STARが二重特異性抗体の安定性リスク特定に成功
。次世代抗体医薬品の製造性と堅牢性を向上。
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距離
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インパクト
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関連度 一行サマリ

#17
BrainCAB分子シャト
ル

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
Caltechが炭酸脱水酵素IV標的「BrainCAB」分子シャ
トルを開発。BBB通過による脳への薬物送達を革新。

#18 製薬M&A;活発化 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

2026年上半期、製薬M&A;が活発化。Sun
PharmaがOrganonを117.5億ドル、Merck
KGaAがBio-Techneを113億ドルで買収。

#19 Piramal/Curium買収 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Piramal PharmaがYapan Bio株式追加取得、Curium
がLantheumを約80億ドルで買収。CDMOと放射性医
薬品市場で統合進む。

#20 IMCIVREE承認拡大 製品発表
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○

EMAのCHMPがRhythm PharmaceuticalsのIMCIVRE
Eの販売承認拡大を推奨。稀な遺伝性小児肥満症（2歳
以上）が対象。

#21
Hanmi/Genentech契
約

企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Hanmi PharmがGenentechと23億ドルのライセンス
契約。GLP-1非依存型肥満治療薬候補HM17321のグ
ローバル開発へ。

#22 Biohaven/SK契約 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

BiohavenがSK BiopharmaceuticalsとKv7イオンチャ
ネルプラットフォームおよびてんかん治療薬候補Opa
kalimのグローバルライセンス契約を締結。

#23
Monod
BioがAI技術供与

企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

Monod BioがSignalChem BiotechにAI設計タンパク
質技術をライセンス供与。カスタム発光アッセイ開発
を加速。

#24
バイオファーマM&A;
進化

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
特許切れとパイプライン強化を背景にバイオファーマ
M&A;が活発化。CVRsなど取引構造が進化。

#25 AusperBio資金調達 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

AusperBioが1.2億ドルのシリーズC資金調達を完了。
慢性B型肝炎ASO療法AHB-137の第3相とHBV
siRNA開発を推進。

#26
Samsung
Biologics増資

企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

Samsung Biologicsが3兆ウォン（約21.8億ドル）の
有償増資を発表。PolyPeptide買収とBio Campus
II拡張でCDMO強化。

#27 NoetikがGSKと提携 企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
AI企業NoetikがGSKとの提携で初のマイルストーン達
成。がん創薬向けOCTO-VC基盤モデルを展開。

#28
XFG適応型ワクチン承
認

新製品
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
米国FDAがPfizerとBioNTechのXFG適応型COVID-19
ワクチンを承認。2026年秋の接種推奨組成に合致。

#29 RASONQUE™承認 新製品
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
FDAがRevolution MedicinesのRASONQUE™を転移
性膵臓がん初の広範RAS標的薬として承認。

#30 WuXi XDCがADC投資 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
WuXi XDCが上半期売上37%増を達成し、2030年ま
でにADC製造能力に12億ドル投資へ。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 経口GLP-1の登場で、自社の肥満・糖尿病治療戦略は陳腐化しないか？
イーライリリーの経口GLP-1アゴニスト「Foundayo」がFDA承認され、食事や水分摂取の制限なしに服用可能となりま
した。従来の注射剤や制限付き経口薬と比較して、患者の利便性が飛躍的に向上します。この市場変革に対し、自社の既
存製品や開発中のパイプラインは競争力を維持できるでしょうか？

❷ 難治性癌の「ドラッグ不可能」を打破する分子糊・PROTACs、自社はどこまで追随できているか？
広範RASを標的とする分子糊ERAS-0015がファストトラック指定を受け、RASONQUE™が転移性膵臓がんで承認されま
した。これらは従来の阻害剤では困難だった標的を分解する画期的なアプローチです。自社の癌治療薬開発において、こ
れらの標的タンパク質分解技術をどの程度取り込み、新たな治療標的の探索を進めているでしょうか？

❸ AI創薬の限界を認識しつつ、どこまで投資を加速すべきか？
AI創薬は臨床候補を75件創出し、R&D;効率を加速する一方で、東北大学の研究では複雑なケースでの不正確性や人間の
専門知識の不可欠性が指摘されています。自社はAI創薬への投資をどこまで進め、どの段階で人間の介入を重視するハイ
ブリッド戦略を構築すべきでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

経口GLP-1AI創薬加速

BsAb進化TPD新薬

脳DDS革新

CDMO投資

AI過信製薬M&A

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 経口GLP-1 注意 肥満治療市場参入 既存薬の競争激化

● AI創薬加速 注意 開発効率化・新薬創出 競争力低下リスク

● BsAb進化 注意 次世代抗体薬開発 製造技術の複雑化

● TPD新薬 注意 難治癌の新治療 既存薬の代替

● 脳DDS革新 機会大 CNS薬市場拡大 —

● CDMO投資 機会大 製造受託拡大 —

● AI過信 脅威大 — 開発遅延・誤判断
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● 製薬M&A; 参考 提携・買収機会 競争環境変化
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深掘り ① ― 経口GLP-1アゴニスト「Foundayo」が肥満治療市場を再定義
#11 | 2026/08/20 | Drugs.com | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

イーライリリーの経口GLP-1受容体アゴニスト「Foundayo（orforglipron）」が、肥満・過体重治療薬としてFDA承認
されました。最大の特徴は、他の経口GLP-1製剤と異なり、食事や水分摂取の制限なしに服用できる点です。これによ
り患者の服薬アドヒアランスが大幅に向上し、肥満治療市場に大きな影響を与える可能性があります。

FoundayoはGLP-1ホルモンを模倣し、食欲抑制、満腹感増強、胃排出遅延を通じて体重減少を促します。この利便性
の高い経口薬の登場は、注射剤が主流だったGLP-1市場の競争を激化させ、患者にとってよりアクセスしやすい治療選
択肢を提供することになります。

▶ シニアテクニカルアナリスト

Foundayoの「食事・水分摂取制限なし」という特性は、GLP-1市場におけるゲームチェンジャーとな
り得ます。既存の経口GLP-1薬は服用条件が厳しく、アドヒアランスが課題でしたが、この障壁が取り
除かれることで、より多くの患者が経口治療に移行する可能性があります。日本企業にとっては、自社
のGLP-1パイプライン（特に経口製剤）の差別化戦略を再考する【脅威】であると同時に、DDS技術や
製剤技術で同様の利便性を実現する【機会】でもあります。特に、経口吸収性向上技術や、非ペプチド
性GLP-1アゴニストの開発動向を注視し、自社のR&D;戦略に迅速に反映させるべきです。

深掘り ② ― AI創薬が研究開発を加速：DeepMind AlphaFoldと生成モデルのインパクト
#01 | 2026/08/26 | Markets Insider | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

AI創薬は過去5年間でタンパク質構造予測（DeepMind AlphaFold）、生成化学、表現型スクリーニングにおいて画期
的な進歩を遂げ、創薬R&D;の効率を劇的に向上させています。AIは標的同定から臨床試験最適化まであらゆる段階で
活用され、医薬品開発の期間短縮とコスト削減に貢献しています。

Insilico MedicineやExscientiaなどの生成モデルは新規化合物の迅速な生成を実現し、AIネイティブなアプローチと従
来の実験手法を組み合わせたハイブリッドなワークフローが業界標準となりつつあります。大手製薬企業とAI企業のパ
ートナーシップも加速しており、個別化医療の実現にも寄与すると期待されます。

▶ シニアテクニカルアナリスト

AI創薬の進展は目覚ましく、AlphaFoldのような基盤技術は構造生物学のボトルネックを解消し、創薬
の初期段階を大幅に加速しています。しかし、記事は楽観的な見方が強いですが、#06の記事が指摘す
るように、AIが生成する候補の検証や複雑な生物学的相互作用の解釈には、依然として人間の専門知識
が不可欠です。日本企業にとっては、AI導入によるR&D;効率化の【機会】は大きいものの、AIモデル
のブラックボックス性やデータの質・量に依存する限界を理解し、適切なAIツール選定と、AIと人間の
協調ワークフローの構築が急務です。特に、自社の強みである実験データとAIをどう融合させるかが問
われます。
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深掘り ③ ― Caltechが血液脳関門突破の分子シャトル「BrainCAB」を開発
#17 | 2026/08/26 | Caltech News | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

カリフォルニア工科大学の研究者らは、血液脳関門（BBB）を通過して薬物を脳内に効率的に送達する新しい技術「Br
ainCAB」を開発しました。この分子シャトルは、脳毛細血管内皮細胞表面の炭酸脱水酵素IV (CA-IV)
に特異的に結合することで、多様な治療薬を脳組織へ届けます。Nature Chemical
Biology誌に発表されたこの成果は、神経疾患治療における薬物送達の長年の課題を解決する画期的な進歩です。

BrainCABは、小分子薬から生物学的製剤まで、複数の種類の薬物と組み合わせ可能であり、前臨床モデルで薬物脳濃
度を大幅に高めることに成功しています。アルツハイマー病やパーキンソン病、脳腫瘍など、これまで治療薬が脳に到
達しにくかった中枢神経系疾患に対する新たな治療法開発への道を開く可能性を秘めています。

▶ シニアテクニカルアナリスト

BBB突破は神経疾患治療における最大のボトルネックであり、BrainCABは既存のDDS技術とは異なる
新しいアプローチを提供します。CA-IVを標的とする特異性と汎用性の高さは非常に有望です。ただし
、前臨床段階であり、ヒトでの安全性、免疫原性、長期的な有効性、そして大規模生産への適合性とい
った課題が残ります。日本企業、特にDDS技術やCNS疾患治療薬開発に注力する企業にとっては、この
技術は大きな【機会】となり得ます。Caltechとの共同研究やライセンス契約を検討し、自社のCNSパ
イプラインにこの革新的なDDSを導入することで、競合優位性を確立できる可能性があります。基礎研
究段階ではありますが、早期の情報収集とアライアンス戦略が重要です。

その他の注目記事
二重特異性抗体が癌治療に革命（BroadPharm）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

FDA承認15種、臨床試験中600種以上の二重特異性抗体は、T細胞エンゲージャーとして癌治療の新たなフロンティア
を開拓。日本企業も開発競争に注力すべき。

FDA、RASONQUE™を転移性膵臓がん初の広範RAS標的薬として承認（MarketScreener）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

難治性膵臓がんに対する初の広範RAS標的薬承認は画期的。RAS変異関連癌治療のパラダイムを変え、日本企業も追随
が求められる。

siRNA療法、有害遺伝子のスイッチオフに成功（Works in Progress Magazine）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

遺伝性アミロイドーシス治療薬パチシランなど、siRNA療法が有害遺伝子を効果的にサイレンシング。肝臓以外の標的
組織への送達技術開発が今後の鍵。

Samsung Biologicsが3兆ウォン増資、CDMOリーダーシップ強化へ（PR Newswire）
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

Samsung Biologicsの大型投資は、バイオ医薬品CDMO市場の競争激化と製造能力確保の重要性を示す。日本企業はサ
プライチェーン戦略を再考すべき。

WuXi XDC、ADC製造能力に12億ドル投資へ（Fierce Biotech）
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

ADC市場の急成長を背景にWuXi
XDCが大規模投資。ADC製造の専門性と規模が重要となり、日本企業は製造委託戦略を検討する必要がある。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】経口GLP-1競合分析:
Foundayoの作用機序、特に食事制限なしの利便性を詳細に調査し、自社パイプラインへの影響を評価する。

• 【経営企画】AI創薬ベンダー評価: AI創薬の限界を認識しつつ、自社R&D;に導入可能なAIプラットフォーム（
AlphaFold、生成モデル等）のベンダーリストアップと初期評価を開始する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/事業開発】標的タンパク質分解薬（PROTACs/分子糊）技術動向調査:
RAS標的薬承認の動きを注視し、自社で「ドラッグ不可能」とされてきた標的への応用可能性を検討する。

• 【R&D;】脳疾患DDS技術の評価:
BrainCABのようなBBB突破技術の最新動向を調査し、自社のCNS疾患パイプラインへの導入可能性を検討する。

• 【調達/製造】CDMO市場動向の把握: Samsung BiologicsやWuXi XDCの大型投資を参考に、バイオ医薬品（
特にADC、ペプチド）の製造委託先の能力と安定供給リスクを再評価する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/経営企画】次世代抗体医薬（BsAb、ADC）の製造性向上戦略: A*STARの安定性リスク特定研究を参
考に、自社抗体医薬の設計段階での安定性評価・改善プロセスの導入を検討する。

• 【R&D;】核酸医薬DDSの強化: siRNA/ASO療法の肝臓以外の標的組織への送達技術（Au-HALO™など）を研
究し、新たな疾患領域への応用可能性を模索する。

• 【経営企画】M&A;戦略の見直し: 製薬業界のM&A;活発化とCVRsなどの取引構造変化を分析し、自社の成長戦
略におけるM&A;・提携の機会とリスクを再評価する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-29
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収録記事一覧

#01 AI創薬が研究開発を加速：DeepMind AlphaFoldと生成モデルで効率化、臨床パイプライン拡大
へ

#02 AIが創薬プロセスを変革：機械学習でコストと期間を劇的に削減、臨床候補75件を創出

#03 二重特異性抗体が癌治療に革命：FDA承認15種、臨床試験中600種以上でT細胞エンゲージャー
として期待

#04 ジョンズホプキンス、N4-アセチルシチジン（ac4C）mRNAプラットフォームで治療タンパク質
生成を業界標準より高効率化

#05 抗体薬物複合体（ADC）開発ガイド：モノクローナル抗体・リンカー・ペイロードの精密設計が
鍵

#06 東北大学院生の研究でAI創薬の限界を指摘：複雑な研究には人間の専門知識が不可欠

#07 血液脳関門突破の新戦略：ペプチド、トロイの木馬アプローチで脳疾患治療薬の送達を革新

#08 siRNA療法、遺伝性アミロイドーシス治療薬パチシランなどで有害遺伝子のスイッチオフに成功

#09 PROTACs vs. 分子糊：標的タンパク質分解薬の比較、サイズと透過性で選択基準に

#10 FDA、転移性膵腺癌治療薬Erascaの経口パンRAS分子糊ERAS-0015にファストトラック指定を

付与

#11 イーライリリーの経口GLP-1アゴニスト「Foundayo（orforglipron）」が肥満・過体重治療薬と
してFDA承認

#12 NJ Cancer Care、二重特異性抗体療法で標準治療不応性癌患者に新たな治療選択肢を提供

#13 科学者、酸素運搬分子ヘムを制御する「分子糊」POLDIP2を発見：稀な疾患治療に貢献

#14 分子糊分解剤が癌研究で「ドラッグ可能」なプロテオームを拡大、構造シンプルでCNS送達に期
待

#15 GLP-1受容体アゴニストの作用機序解説：血糖管理、体重減少、代謝性疾患への包括的アプロー
チ

#16 A*STAR、二重特異性抗体の安定性リスク特定に成功：次世代抗体医薬品の製造性と堅牢性を向
上

#17 Caltechが炭酸脱水酵素IV標的「BrainCAB」分子シャトルを開発、血液脳関門通過による脳への
薬物送達を革新

#18 2026年上半期、製薬M&Aが活発化、Sun PharmaがOrganonを117.5億ドル、Merck KGaAが
Bio-Techneを113億ドルで買収

#19 Piramal PharmaがYapan Bioの株式40.67%追加取得、CuriumがLantheumを約80億ドルで買

収



#20 EMAのCHMP、Rhythm PharmaceuticalsのIMCIVREE（setmelanotide）の販売承認拡大を推
奨、稀な遺伝性小児肥満症（2歳以上）が対象

#21 Hanmi PharmがGenentechと23億ドルのライセンス契約を締結、GLP-1非依存型肥満治療薬候

補HM17321のグローバル開発・商業化へ

#22 Biohaven、SK BiopharmaceuticalsとKv7イオンチャネルプラットフォームおよびてんかん治療
薬候補Opakalimのグローバルライセンス契約を締結、前払い金4億ドル

#23 Monod BioがSignalChem BiotechにAI設計タンパク質技術をライセンス供与、カスタム発光ア
ッセイ開発を加速

#24 特許切れとパイプライン強化を背景にバイオファーマM&Aが活発化、条件付き価値権（CVRs）
など取引構造が進化

#25 AusperBioが1.2億ドルのシリーズC資金調達を完了、慢性B型肝炎ASO療法AHB-137の第3相と
Au-HALO™プラットフォームのHBV siRNA開発を推進

#26 Samsung Biologicsが3兆ウォン（約21.8億ドル）の有償増資を発表、PolyPeptide Group買収
とBio Campus II拡張でCDMOリーダーシップ強化へ

#27 AI企業NoetikがGSKとの提携で初のマイルストーン達成、がん創薬向けOCTO-VC基盤モデルの
推論・微調整機能を展開

#28 米国FDAがPfizerとBioNTechのXFG適応型COVID-19ワクチンを承認、2026年秋の接種推奨組
成に合致

#29 米国FDA、Revolution MedicinesのRASONQUE™（daraxonrasib）を転移性膵臓がん初の広範

RAS標的薬として承認

#30 WuXi XDC、上半期売上5.504億ドル（前年比37%増）を達成し、2030年までにADC製造能力
に12億ドル投資へ



#01 AI創薬が研究開発を加速：DeepMind AlphaFoldと生
成モデルで効率化、臨床パイプライン拡大へ

概要

AIは過去5年間でタンパク質構造予測、生成化学、表現型スクリーニングにおいて画期
的な進歩を遂げ、創薬プロセスと研究開発（R&D）の効率を劇的に向上させている。
DeepMindのAlphaFoldは構造生物学のボトルネックを解消し、Insilico Medicineや

Exscientiaなどの生成モデルは新規化合物の迅速な生成を実現した。AIは標的同定から
臨床試験最適化まであらゆる段階で活用されており、今後はハイブリッドなワークフ
ローや大手製薬企業とAI企業のパートナーシップが業界標準となるだろう。この技術

は医薬品開発の期間短縮とコスト削減に大きく貢献する。

公開日 2026年08月26日  Markets Insider  アメリカ



詳細

主要成果

AIは過去5年間でタンパク質構造予測、生成化学、表現型スクリーニングにおいて画期
的な進歩を遂げ、創薬プロセスと研究開発（R&D）の効率を大幅に向上させている。こ
の技術革新により、医薬品開発のボトルネックが解消され、より迅速かつ精密な新薬候
補の特定が可能になった。

技術・臨床詳細

構造生物学の変革: DeepMindのAlphaFoldは、膨大な数のタンパク質構造を高速かつ
高精度で予測する能力により、構造生物学の長年の課題を解決した。これにより、標
的タンパク質の理解が深まり、より効果的な分子設計が可能になっている。

生成化学の進化: Insilico MedicineやExscientiaなどのAI企業は、生成モデルを用いて
新規化合物を迅速に設計・生成している。これらのモデルは、化学空間を効率的に探
索し、既存の医薬品データベースから学習することで、最適な薬剤候補を見つけ出
す。

表現型スクリーニングの強化: AIを活用した表現型スクリーニングは、細胞や組織レ
ベルでの薬物応答をより詳細に分析することを可能にし、多因子疾患に対する新たな
治療アプローチを発見する手助けをしている。

開発サイクルの短縮: AIは、標的同定、分子設計、前臨床評価、臨床試験の最適化と
いった医薬品開発のあらゆる段階で利用され、従来数年かかっていたプロセスを数ヶ
月に短縮するポテンシャルを持つ。

背景・業界文脈

従来の創薬プロセスは、高コストで時間もかかり、成功率が低いという課題を抱えてい
た。この状況を打破するため、製薬業界はAI技術に注目し、大規模な投資を行ってき
た。特に、データ駆動型のアプローチは、複雑な生物学的データを解析し、人間には見
つけにくいパターンを発見する上で極めて有効である。AIの導入は、失敗率の高い医薬
品開発のリスクを低減し、より多くの薬剤候補を臨床段階に進めることを可能にする。



今後の展望

今後、創薬分野ではAIネイティブなアプローチと従来の実験手法を組み合わせた「ハイ
ブリッドなワークフロー」が主流となるだろう。また、大手製薬企業とAI技術を持つス
タートアップ企業とのパートナーシップがさらに加速し、AI技術の適用範囲が拡大する
と予測される。AIは、個別化医療の実現に向けたバイオマーカーの特定や、難病に対す
る治療薬の開発においても重要な役割を果たすことが期待されている。

元記事: https://healthaiinsiders.com/ai-drug-discovery-update-2026/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://healthaiinsiders.com/ai-drug-discovery-update-2026/


#02 AIが創薬プロセスを変革：機械学習でコストと期間を
劇的に削減、臨床候補75件を創出

概要

AIは機械学習を用いて医薬品候補分子を設計し、タンパク質構造の膨大な可能性を大
幅に絞り込むことで、創薬プロセスを加速し、コストを削減している。生成敵対ネッ
トワークやディープラーニングといったアルゴリズムが仮想シミュレーションを通じ

て新規化合物の有効性を評価し、従来の試行錯誤による実験を迂回する。これによ
り、前臨床開発の期間とコストが劇的に短縮され、過去10年間でAIを活用した創薬企
業は75の候補化合物を臨床試験に進めている。この技術革新は、難病治療薬開発の効

率を飛躍的に高める可能性を秘めている。

公開日 2026年08月25日  Facebook  アメリカ



詳細

主要成果

AI（人工知能）は、機械学習を駆使して医薬品候補分子を設計することで、従来の創薬
モデルが抱える課題、すなわち「遅い、高コスト、失敗率が高い」という問題を根本か
ら解決しつつある。特に、タンパク質構造の膨大な組み合わせから最適な候補を効率的
に絞り込む能力は、創薬プロセスを劇的に加速させ、研究開発（R&D）コストの削減に
大きく貢献している。

技術・臨床詳細

アルゴリズムによる分子設計: 生成敵対ネットワーク（GANs）やディープラーニン
グといった高度なAIアルゴリズムは、仮想シミュレーションを通じて新規化合物の潜
在的な有効性や安全性プロファイルを評価する。これにより、物理的な合成と試験を
伴う従来の試行錯誤による実験サイクルを大幅に短縮または迂回することが可能とな
る。

前臨床開発の効率化: AIの活用により、前臨床開発の期間が劇的に短縮され、それに
伴うコストも大幅に削減される。これにより、より多くの有望な候補分子を効率的に
評価し、次の開発段階へと進めることができる。

臨床パイプラインの拡大: 過去10年間で、AIを活用する創薬企業は既に75もの医薬品
候補を臨床試験に進めている。これは、AIが単なる研究ツールに留まらず、実際に患
者に届く治療薬を生み出す実用的な技術であることを示している。これらの候補は、
がん、神経変性疾患、感染症など、多岐にわたる疾患領域を対象としている。

背景・業界文脈

従来の創薬アプローチは、膨大な時間と資金を要する上に、承認に至る成功率が極めて
低いという根本的な課題があった。この非効率性は、新規治療法の開発を阻害し、患者
が新しい薬にアクセスするまでの期間を長期化させていた。AIの導入は、この業界の構
造的な問題に対する有望な解決策として期待されている。特に、ビッグデータ解析と予
測モデリングの能力は、複雑な生物学的経路や分子相互作用を解明する上で不可欠なツ
ールとなっている。



今後の展望

AIは、創薬プロセスの初期段階だけでなく、薬物送達システムの最適化、バイオマーカ
ーの発見、臨床試験デザインの改善など、医薬品開発のあらゆる側面でその価値をさら
に高めるだろう。将来的には、AIが完全に自律的に新たな医薬品を発見・設計し、開発
プロセス全体をインテリジェントに管理する「AI主導型創薬」の時代が到来する可能性
も秘めている。これにより、難病に苦しむ患者への治療選択肢が拡大し、医療システム
全体の効率化にも寄与すると期待される。

元記事: https://www.facebook.com/sbarrohealth/posts/the-traditional-drug-discovery-model-remains-

slow-expensive-and-prone-to-failure/1617239806875093/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/sbarrohealth/posts/the-traditional-drug-discovery-model-remains-slow-expensive-and-prone-to-failure/1617239806875093/
https://www.facebook.com/sbarrohealth/posts/the-traditional-drug-discovery-model-remains-slow-expensive-and-prone-to-failure/1617239806875093/


#03 二重特異性抗体が癌治療に革命：FDA承認15種、臨床
試験中600種以上でT細胞エンゲージャーとして期待

概要

二重特異性抗体（BsAb）は、2つの異なる抗原またはエピトープに同時に結合するよ
うに設計された抗体であり、従来のモノクローナル抗体よりも疾患標的の認識や生物
学的効果の調整において優位性がある。主に癌治療、特にT細胞を腫瘍細胞に誘導し細

胞毒性を誘導するT細胞エンゲージャーとして広く使用されている。現在、FDA承認済
みのBsAbは15種類が存在し、世界中で600種類以上のBsAbが臨床試験段階にあり、癌
治療の新たなフロンティアを開拓している。

公開日 2026年08月28日  BroadPharm  アメリカ



詳細

主要成果

二重特異性抗体（BsAb）は、2つの異なる抗原またはエピトープに同時に結合する革新
的な抗体技術であり、従来のモノクローナル抗体と比較して、疾患標的の特異的な認識
と生物学的効果の調整において顕著な優位性を示す。特に癌治療分野でその真価を発揮
し、T細胞を腫瘍細胞に誘導して強力な細胞毒性を引き起こす「T細胞エンゲージャー」
として広く開発が進められている。

技術・臨床詳細

二重特異性メカニズム: BsAbは、例えばT細胞上のCD3と腫瘍細胞上の特定の抗原
（CD19、BCMAなど）に同時に結合することで、T細胞を腫瘍細胞の近傍に引き寄
せ、免疫細胞が癌細胞を直接攻撃するように誘導する。この「橋渡し」機能により、
免疫系の活性化と癌細胞死を効率的に誘発する。

承認済み治療薬: 現在までに、急性リンパ性白血病治療薬のブリナツモマブ
（Blincyto）や多発性骨髄腫治療薬のテクリスタマブ（Tecvayli）など、合計15種類の
BsAbがFDA（米国食品医薬品局）の承認を受けている。これらの薬剤は、特定の癌
種において優れた臨床効果を示し、既存治療に抵抗性を示す患者に新たな治療選択肢
を提供している。

広範な臨床開発: 世界中で600種類以上のBsAbが様々な癌種や自己免疫疾患を対象に
臨床試験中で、その多くが初期段階から有望なデータを示している。これにより、今
後数年間でさらに多くのBsAbが市場に投入されることが期待されている。

背景・業界文脈

従来のモノクローナル抗体は一つの標的にしか作用しないため、癌細胞の複雑な免疫回
避メカニズムや微小環境の変化に対応しきれない場合があった。これに対し、BsAbは複
数の標的に同時に作用することで、より強力で特異的な抗腫瘍効果を発揮する。これに
より、癌治療における精密医療の実現に大きく貢献し、特に難治性癌に対する治療成績
の向上に期待が寄せられている。製薬業界では、BsAbの設計と製造プロセスの最適化が
活発に進められており、次世代のバイオ医薬品として戦略的な投資対象となっている。



今後の展望

BsAb技術は、癌以外の疾患、例えば感染症や自己免疫疾患への応用も模索されており、
その治療ポテンシャルは広範にわたる。今後の研究では、副作用の低減、標的特異性の
さらなる向上、薬物送達効率の改善が焦点となるだろう。特に、細胞傷害性薬物や遺伝
子治療ベクターとの複合体としての開発も進んでおり、BsAbが次世代のモダリティとし
ての地位を確立することが期待される。

元記事: https://broadpharm.com/blog/what-is-bispecific-antibody

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://broadpharm.com/blog/what-is-bispecific-antibody


#04 ジョンズホプキンス、N4-アセチルシチジン（ac4C）
mRNAプラットフォームで治療タンパク質生成を業界標準
より高効率化

概要

ジョンズホプキンス医学部の科学者たちは、N4-アセチルシチジン（ac4C）という実

験的なmRNAプラットフォームが、感染症、癌、自己免疫疾患に対する次世代mRNA

治療薬を業界標準よりも迅速かつ効率的に送達する可能性を報告している。ヒトおよ
びマウスの細胞を用いた実験では、ac4Cが業界標準のmRNAプラットフォームよりも

有意に多くの治療用タンパク質を生成させることが示された。この発見は、より少量
の投与で効果的な医薬品の開発につながる可能性を秘めており、mRNA治療薬の性能
向上に貢献する。

公開日 2026年08月20日  Johns Hopkins Medicine  アメリカ



詳細

主要成果

ジョンズホプキンス医学部の科学者たちは、N4-アセチルシチジン（ac4C）を組み込ん
だ実験的なmRNAプラットフォームが、感染症、癌、自己免疫疾患を対象とする次世代
mRNA治療薬を、既存の業界標準プラットフォームと比較して、より迅速かつ効率的に
標的細胞へ送達し、治療用タンパク質を生成させる可能性を明らかにした。この画期的
な発見は、mRNA治療薬の臨床応用における性能と実用性を大きく向上させるものと期
待される。

技術・臨床詳細

高効率なタンパク質生成: ヒトおよびマウスの細胞を用いたインビトロおよびインビ
ボ実験において、ac4C修飾mRNAは、現在の業界標準として広く用いられている
mRNAプラットフォームよりも多くの治療用タンパク質を生成することが確認され
た。この生成効率の向上は、目的とする治療効果を達成するために必要なmRNAの投
与量を減らせることを意味し、副作用のリスク低減や製造コストの削減に繋がる可能
性がある。

メカニズム: ac4C修飾は、mRNAの安定性を向上させるとともに、翻訳効率を高める
ことで、細胞内でのタンパク質合成量を増加させると考えられている。これにより、
より強力かつ持続的な治療効果が期待できる。

幅広い応用可能性: このプラットフォームは、感染症に対するワクチン、癌に対する
免疫療法（癌抗原提示を強化する）、さらには自己免疫疾患における免疫調節など、
多岐にわたる疾患領域でのmRNA治療薬開発に適用可能である。特に、従来のワクチ
ンや治療法が困難だった疾患に対し、新たな道を開く可能性を秘めている。

背景・業界文脈

mRNA治療薬は、COVID-19ワクチンでその有効性が実証されて以来、急速に発展してい
る分野である。しかし、従来のmRNA技術には、安定性の問題、インビボでの送達効
率、そして免疫原性といった課題が残されていた。ac4Cプラットフォームの発見は、こ
れらの課題に対処し、より安全で効果的なmRNA治療薬を開発するための重要な一歩と
なる。製薬業界では、mRNA技術のさらなる最適化と応用拡大に向けた競争が激化して
おり、ジョンズホプキンス医学部のこの研究は、その最前線を切り開くものとして注目
される。



今後の展望

このac4C mRNAプラットフォームは、より少ない投与量で同等またはそれ以上の治療
効果を達成できるため、患者負担の軽減、製造コストの低減、そして治療薬へのアクセ
ス改善に貢献すると期待される。今後は、さらなる前臨床試験および臨床試験を通じ
て、その安全性と有効性が詳細に評価されることになるだろう。この技術が実用化され
れば、mRNA治療薬は、感染症や癌だけでなく、希少疾患や慢性疾患に対しても、より
現実的な治療選択肢となる可能性を秘めている。

元記事: https://www.hopkinsmedicine.org/news/newsroom/news-releases/2026/08/experimental-

synthetic-mrna-platform-may-lead-to-faster-more-effective-therapeutics-for-infectious-disease-cancer

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hopkinsmedicine.org/news/newsroom/news-releases/2026/08/experimental-synthetic-mrna-platform-may-lead-to-faster-more-effective-therapeutics-for-infectious-disease-cancer
https://www.hopkinsmedicine.org/news/newsroom/news-releases/2026/08/experimental-synthetic-mrna-platform-may-lead-to-faster-more-effective-therapeutics-for-infectious-disease-cancer


#05 抗体薬物複合体（ADC）開発ガイド：モノクローナル
抗体・リンカー・ペイロードの精密設計が鍵

概要

抗体薬物複合体（ADC）は、腫瘍関連抗原に結合するモノクローナル抗体、化学リン
カー、および活性ペイロードという3つの精密に設計された成分を組み合わせた強力な
癌治療薬である。ADCは標的に結合した後、細胞内に取り込まれ、ペイロードを放出

して腫瘍細胞を死滅させる。一部のADCでは、放出されたペイロードが隣接する腫瘍
細胞にも広がり、傍観者効果を生み出すことが特徴であり、効果的な癌治療の実現に
はこれらの各コンポーネントの最適化が不可欠である。

公開日 2026年08月20日  Allucent  アメリカ



詳細

主要成果

抗体薬物複合体（ADC）は、精密に設計されたモノクローナル抗体、化学リンカー、お
よび細胞傷害性ペイロードの3つの主要コンポーネントを組み合わせることで、癌細胞
を特異的に標的とし、正常細胞へのダメージを最小限に抑えながら強力な抗腫瘍効果を
発揮する革新的な治療法である。この複合体技術は、従来の化学療法と抗体療法の利点
を融合し、癌治療の新たなフロンティアを開拓している。

技術・臨床詳細

精密なコンポーネント設計:

モノクローナル抗体: 癌細胞表面に高発現する特定の腫瘍関連抗原に高親和性で結
合するように選定される。これにより、薬物の癌細胞への特異的な送達が保証さ
れる。

化学リンカー: 抗体とペイロードを結合する役割を果たす。細胞外では安定してお
り、循環中にペイロードが早期に放出されるのを防ぐ。しかし、癌細胞内に取り
込まれた後、適切な酵素反応やpH変化によって効果的に切断され、ペイロードが
放出されるように設計されている。例として、切断可能なリンカー（ペプチドリ
ンカー、pH感受性リンカーなど）と非切断性リンカーがある。

活性ペイロード（細胞傷害性薬物）: 癌細胞を効果的に殺傷する強力な低分子薬物
である。微小管阻害剤（例: MMAE、MMAF）やDNA損傷剤（例: DXd、PBDダイマ
ー）などが一般的に使用される。これらのペイロードは単独では毒性が高すぎる
ため、ADCとして癌細胞に特異的に送達されることで、全身毒性を回避しつつ最
大の治療効果を発揮する。

作用機序: ADCが癌細胞表面の標的抗原に結合すると、複合体はエンドサイトーシス
によって細胞内に取り込まれる。その後、リソソーム内でリンカーが切断され、活性
ペイロードが放出される。放出されたペイロードは、癌細胞の増殖を阻害したり、ア
ポトーシスを誘導したりすることで、癌細胞を死滅させる。

傍観者効果: 一部のADCでは、癌細胞内で放出されたペイロードが細胞膜を透過し、
隣接する標的抗原が低い、あるいは発現していない癌細胞にも到達して殺傷効果を発
揮する「傍観者効果（bystander effect）」が観察される。これは、腫瘍内の不均一
性に対応し、より広範な抗腫瘍効果をもたらす上で重要な特性である。



背景・業界文脈

従来の化学療法は全身に作用するため、癌細胞だけでなく正常細胞にもダメージを与
え、重篤な副作用を引き起こすことが課題であった。一方、モノクローナル抗体療法は
標的特異性が高いものの、抗体単独では十分な細胞殺傷能力を持たない場合があった。
ADCはこれら両者の欠点を克服し、癌細胞に「ミサイルのように」直接薬物を送達する
というコンセプトに基づいている。この技術は、特に難治性固形腫瘍において、新たな
治療選択肢として大きな期待を集めている。

今後の展望

ADCの開発は急速に進展しており、次世代のADCでは、より安定したリンカー、より強
力で多様なペイロード、そして二重特異性抗体との組み合わせや複数のペイロードを搭
載するデュアルペイロードADCなど、さらなる技術革新が期待されている。また、最適
な抗体-薬物比（DAR）の決定や、バイオマーカーによる患者層別化の進展も、ADC療
法の効果と安全性を最大化する上で重要となる。結腸直腸癌を含む様々な癌種での早期
治療ラインへの適用拡大が今後の焦点であり、その成功は癌治療パラダイムを大きく変
える可能性がある。

元記事: https://www.allucent.com/resources/blog/antibody-drug-conjugate-development

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.allucent.com/resources/blog/antibody-drug-conjugate-development


#06 東北大学院生の研究でAI創薬の限界を指摘：複雑な研
究には人間の専門知識が不可欠

概要

東北大学の大学院生たちは、AIが薬物研究と発見を完全に変革するという主張を検証
し、その限界を指摘した。GPT ResearcherやAgent Laboratoryなどの一般的なオープン
ソースAIフレームワークをテストした結果、AIは単純なケースでは有用だが、より複

雑な医療および生物医学研究では不正確な結果を生成し、人間の専門知識と継続的な
介入が依然として必要であると結論付けた。AIは特定の分子の特性予測において、人
間が用いるアルゴリズムを再現することに失敗しており、過度な期待は禁物であるこ

とが示唆された。

公開日 2026年08月26日  Northeastern University  アメリカ



詳細

主要成果

東北大学の大学院生が行った最新の研究は、AIが薬物研究と創薬を「完全に変革する」
という主張に対して慎重な見方を示し、特に複雑な医療および生物医学研究において、
AIの現在の能力には明確な限界があることを明らかにした。彼らは、AIが単純なタスク
では非常に有用である一方で、より高度な問題解決には人間の専門知識と継続的な介入
が不可欠であると結論付けた。

技術・臨床詳細

AIフレームワークの評価: 研究チームは、GPT ResearcherやAgent Laboratoryなど、
現在普及している複数のオープンソースAIフレームワークを用いて、薬物研究におけ
るAIの性能を評価した。テストシナリオには、分子の特性予測、既知の薬物ターゲッ
トの同定、新規化合物の提案などが含まれた。

不正確性の課題: 評価の結果、AIは特定の単純なデータ分析や予測タスクでは高い精
度を示すものの、疾患の複雑な生物学的経路のモデリングや、薬剤の多角的な相互作
用の予測といった、より複雑な医療・生物医学研究の文脈では、しばしば不正確な結
果を生成することが判明した。特に、特定の分子特性を予測する際に、人間が経験的
に用いる洗練されたアルゴリズムや直感をAIが再現できないケースが複数確認され
た。

人間による介入の必要性: この研究は、AIが出力する結果を盲目的に信頼するのでは
なく、常に人間の専門家による批判的な評価と検証が必要であることを強調してい
る。AIは強力なツールであるものの、最終的な意思決定や、予期せぬ結果の解釈にお
いては、人間の洞察力が不可欠である。

背景・業界文脈

近年、AIが創薬プロセスを抜本的に効率化し、失敗率を大幅に低減するとの期待が高ま
っている。多額の投資がAI創薬ベンチャーに流れ込み、製薬業界の主要企業もAI技術の
導入を加速させている。しかし、この研究は、過度な楽観主義に警鐘を鳴らすものであ
り、AIの導入にあたっては、その限界を理解し、適切な文脈で使用することの重要性を
示唆している。現実的な期待値の設定と、AIと人間の協調的なアプローチが、真に持続
可能な創薬イノベーションには不可欠である。



今後の展望

この研究結果は、AI創薬の今後の発展方向性にも重要な示唆を与える。AIモデルの精度
向上と、複雑な生物学的現象をより正確にモデリングできる能力の開発が今後の主要な
研究課題となるだろう。また、AIが生成した仮説や予測を、人間の専門家が迅速かつ効
率的に検証できるようなインターフェースやワークフローの設計も重要となる。最終的
には、AIを人間の知性を補完するツールとして位置づけ、両者の強みを最大限に活かす
「ヒューマン・イン・ザ・ループ」アプローチが、創薬分野でのAIの真の価値を引き出
す鍵となるだろう。

元記事: https://news.northeastern.edu/2026/08/26/ai-drug-discovery-study/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.northeastern.edu/2026/08/26/ai-drug-discovery-study/


#07 血液脳関門突破の新戦略：ペプチド、トロイの木馬ア
プローチで脳疾患治療薬の送達を革新

概要

脳内の血管に存在する血液脳関門（BBB）は、ほとんどの薬物の約95%を遮断し、脳疾
患治療薬の送達を極めて困難にしている。研究者たちはこの障壁を迂回するための新
しい技術を開発しており、治療薬をBBBを通過できる分子と融合させる「トロイの木

馬」アプローチや、ナノ粒子・ウイルスを用いる方法が探求されている。Science

Advances誌では、BBBの透過性を高める特定のペプチドが特定され、アルツハイマー
病やパーキンソン病などの脳疾患に対するより効果的な薬物送達への大きな可能性を

示した。

公開日 2026年08月26日  Facebook  アメリカ



詳細

主要成果

脳内の血管が形成する「血液脳関門（BBB）」は、脳を保護する一方で、経口または静
脈内投与される医薬品の約95%の侵入を阻害し、脳疾患治療薬の開発における最大の課
題となっている。しかし、最新の研究ではこの障壁を効果的に迂回するための画期的な
新技術が開発されており、アルツハイマー病やパーキンソン病といった神経変性疾患へ
の治療薬送達に新たな道を開く可能性が高まっている。

技術・臨床詳細

BBBの課題: BBBは、脳毛細血管内皮細胞がタイトジャンクションで強固に結合し、
その上をアストロサイトやペリサイトが覆う複雑な構造を持つ。これにより、ほとん
どの親水性小分子や高分子は脳内に移行できない。

「トロイの木馬」アプローチ: 研究者たちは、治療薬をBBBを透過できる内因性の分
子（例: トランスフェリン、インスリンなどの受容体リガンド）と融合させる「トロ
イの木馬」戦略を開発している。これにより、治療薬はこれらの分子が利用する輸送
システムを介して脳内に運ばれる。

ナノ粒子・ウイルスベクター: 小さな粒子（ナノ粒子）や改変されたウイルスを用い
て薬物をカプセル化し、脳内に輸送する方法も探求されている。これらのシステム
は、薬物をBBBの物理的障壁を越えて直接送達する能力を持つ。

ペプチドによる透過性向上: Science Advances誌に掲載された研究では、BBBの透過
性を特異的に高めることができる特定のペプチドが同定された。これらのペプチド
は、BBBのタイトジャンクションの一時的な開口を誘導するか、または内皮細胞のト
ランスサイトーシス経路を活性化することで、脳への薬物流入を促進する。この発見
は、脳に到達しにくい薬剤の有効性を劇的に改善する可能性を秘めている。

背景・業界文脈

アルツハイマー病、パーキンソン病、多発性硬化症、脳腫瘍など、多くの深刻な脳疾患
に対する既存の治療法は、BBBによって薬物が脳に十分に届かないため、その効果が限
定的であった。このため、DDS（ドラッグデリバリーシステム）の技術革新は、神経科
学分野における最も喫緊の課題の一つとされている。BBB突破技術の進展は、これまで
「ドラッグ不可能」とされてきた多くの標的へのアプローチを可能にし、神経疾患治療
薬市場に大きな影響を与えるだろう。



今後の展望

BBB突破技術のさらなる研究は、非侵襲的で効率的な薬物送達システムの開発に焦点を
当てることになる。特に、ペプチドやナノ粒子ベースのアプローチは、その特異性と生
体適合性から大きな期待が寄せられている。将来的には、これらの技術を組み合わせる
ことで、個別化された治療戦略の一環として、各患者の病態に応じた最適な薬物送達が
可能になるかもしれない。これにより、神経変性疾患の進行を遅らせ、患者のQOLを劇
的に改善する新しい治療パラダイムが確立されることが期待される。

元記事: https://www.facebook.com/groups/1459031112148984/posts/1903956687656422/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/groups/1459031112148984/posts/1903956687656422/


#08 siRNA療法、遺伝性アミロイドーシス治療薬パチシラ
ンなどで有害遺伝子のスイッチオフに成功

概要

siRNA療法は、特定の遺伝子の発現を一時的にオフにすることで病気の進行を遅らせた
り止めたりする有望な治療法として注目されている。遺伝性トランスサイレチンアミ
ロイドーシスなどの疾患では、パチシランやブトリシランといったFDA承認薬がsiRNA

を用いて変異タンパク質の産生を防ぎ、神経損傷を治療している。肝臓における遺伝
子サイレンシングは既に成功した分野であり、年に数回の投与で高コレステロールや
急性肝性ポルフィリン症などの肝疾患を治療できると期待されているが、標的組織へ

の効果的な送達とオフターゲット効果の最小化が今後の課題である。

公開日 2026年08月25日  Works in Progress Magazine  イギリス



詳細

主要成果

siRNA（低分子干渉RNA）療法は、特定の遺伝子の発現を一時的に停止させることで、
疾患の進行を遅延または完全に阻止する可能性を秘めた革新的な治療法として、急速に
その地位を確立している。この「有害遺伝子のスイッチオフ」技術は、これまで治療が
困難だった様々な遺伝性疾患に対して、新しい希望をもたらしている。

技術・臨床詳細

遺伝子サイレンシングメカニズム: siRNAは、メッセンジャーRNA（mRNA）配列に
結合し、その分解を誘導することで、対応するタンパク質の産生を停止させる。これ
により、疾患の原因となる有害なタンパク質の合成を効果的に抑制する。これは、細
胞の自然な防御機構であるRNA干渉（RNAi）を利用したものである。

承認済み治療薬とその効果:

遺伝性トランスサイレチンアミロイドーシス (hATTRアミロイドーシス): この稀な
進行性神経変性疾患に対し、パチシラン（Onpattro）やブトリシラン
（Amvuttra）といったFDA承認siRNA薬が導入されている。これらの薬剤は、変異
したトランスサイレチンタンパク質の産生を抑制することで、神経損傷を効果的
に治療し、患者の生活の質を大幅に改善している。

高コレステロール血症: インクリシラン（Leqvio）は、PCSK9タンパク質の産生を
標的とするsiRNA薬であり、年に数回の皮下注射で血中の低密度リポタンパク質
（LDL）コレステロール値を大幅に低下させる。これは、心血管疾患リスクの高い
患者にとって画期的な治療選択肢となっている。

急性肝性ポルフィリン症 (AHP): ジボシラン（Givlaari）は、AHPの原因となる
ALAS1酵素の産生を抑制するsiRNA薬であり、重度の発作を減少させ、患者のQOL

を向上させている。

肝臓での成功と課題: siRNA療法は、肝臓への効率的な送達が既に確立されており、
多くの肝疾患に対する有望な治療アプローチとなっている。しかし、肝臓以外の標的
組織（脳、筋肉など）への効果的な薬物送達と、意図しないオフターゲット効果の最
小化が、今後の技術開発における主要な課題として残されている。



背景・業界文脈

遺伝子レベルで疾患の根本原因に対処するsiRNA療法は、従来の症状対症療法やタンパ
ク質補充療法とは一線を画す。1990年代に植物で発見された「共抑制」現象に端を発す
るRNA干渉の概念は、その後哺乳類での応用可能性が示され、21世紀に入り医薬品とし
ての開発が本格化した。この技術は、特定の遺伝子を「プログラム可能にオフにする」
という点で、個別化医療の究極の形の一つと見なされている。製薬業界は、siRNA技術
の広範な応用可能性に注目し、大規模な投資と研究開発を進めている。

今後の展望

今後のsiRNA研究は、送達技術のさらなる革新に焦点を当てるだろう。特に、特定の細
胞や組織にsiRNAを効率的かつ安全に届けるための脂質ナノ粒子（LNP）やGalNAcコン
ジュゲート技術の改良が重要となる。また、オフターゲット効果の厳密な評価と最小
化、そして長期的な安全性プロファイルの確立も不可欠である。siRNA療法は、希少疾
患から高血圧や糖尿病のような一般的な慢性疾患まで、幅広い疾患スペクトルにわたる
「プログラマブル医療」の実現を加速させ、医療の未来を大きく変える可能性を秘めて
いる。

元記事: https://worksinprogress.co/issue/the-kill-switch-for-harmful-genes/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://worksinprogress.co/issue/the-kill-switch-for-harmful-genes/


#09 PROTACs vs. 分子糊：標的タンパク質分解薬の比較、
サイズと透過性で選択基準に

概要

PROTACsと分子糊（molecular glues）は、標的タンパク質分解を実現するための二つ
の異なる戦略であり、それぞれ異なる利点と課題を持つ。PROTACsは二機能性分子と
して標的タンパク質とE3リガーゼを結合させ分解を誘導するが、分子サイズが大きく

細胞透過性や経口投与性に課題がある。一方、分子糊は単一の小分子であり、標的タ
ンパク質とE3リガーゼ間の新たな相互作用を誘導または安定化させることで分解を促
す。分子糊はより小さく、従来の小分子薬に近い特性を持つため、細胞内アクセスや

経口投与において優位性を持つ可能性がある。

公開日 2026年08月28日  Drug Target Review  イギリス



詳細

主要成果

標的タンパク質分解（TPD）は、従来の阻害剤では困難だった「ドラッグ不可能」なタ
ンパク質を標的とできる画期的な創薬モダリティとして注目されている。この分野の主
要なアプローチとして、 PROTACs（ Proteolysis-Targeting Chimeras）と分子糊
（molecular glues）の二つがあり、それぞれ異なるメカニズムと特性を持つため、標的
タンパク質の性質や治療目標に応じて適切な戦略を選択することが重要となる。

技術・臨床詳細

PROTACsのメカニズムと特性:

二機能性分子: PROTACsは、標的タンパク質に結合するリガンドと、E3ユビキチン
リガーゼに結合するリガンドをリンカーで連結した二機能性分子である。

作用機序: これら二つのリガンドが同時に標的タンパク質とE3リガーゼを近接させ
ることで、ユビキチン化を誘導し、プロテアソームを介した標的タンパク質の分
解を引き起こす。

利点: 酵素阻害とは異なり、PROTACsは触媒的に作用するため、低用量で効果を発
揮し、標的タンパク質の完全な消失を誘導できる。既知の標的リガンドがある場
合に特に有利である。

課題: PROTACsは分子サイズが比較的大きいため、細胞膜透過性や細胞内へのアク
セスに課題を抱えることがあり、経口投与薬としての開発が難しい場合がある。



分子糊のメカニズムと特性:

単一の小分子: 分子糊は、PROTACsとは異なり、単一の小分子である。

作用機序: 標的タンパク質とE3リガーゼの間にこれまで存在しなかった新たな相互
作用を誘導するか、既存の弱い相互作用を安定化させることで、ユビキチン化と
分解を促す。タリドマイドのセレブロンとの相互作用によるGSPT1などの分解が
代表例である。

利点: 分子サイズが小さく、従来の小分子薬に近い薬剤様特性（drug-like

properties）を持つため、細胞膜透過性が高く、細胞内へのアクセスや経口投与性
に優れる可能性が高い。また、既知の標的リガンドが存在しない場合でも、新た
な分解経路を発見できる可能性がある。

課題: 分子糊の発見は多くの場合スクリーニングに依存しており、予測が難しい。
また、その作用メカニズムは複雑であり、オフターゲット効果の制御も重要とな
る。

背景・業界文脈

従来の創薬では、タンパク質の活性部位を阻害する小分子薬が主流であったが、全体の
約80%のタンパク質が「ドラッグ不可能（undruggable）」とされてきた。標的タンパ
ク質分解技術は、これらのタンパク質を、その活性を阻害するのではなく、完全に分
解・除去するという全く新しいアプローチを提供する。これにより、これまでの創薬の
限界を打ち破り、難病に対する新たな治療法を生み出す可能性を秘めている。

今後の展望

PROTACsと分子糊は、どちらも急速に発展している分野であり、それぞれの技術的課題
を克服するための研究が活発に行われている。PROTACsは標的の選択肢の広さで優位に
立ち、分子糊は薬剤様特性と未開拓な標的へのアプローチで強みを持つ。将来的には、
両者のハイブリッド戦略や、それぞれの強みを組み合わせた新しいモダリティが登場す
る可能性も考えられる。これらのタンパク質分解誘導剤は、癌治療はもちろんのこと、
神経変性疾患や自己免疫疾患など、様々な疾患領域において治療のパラダイムシフトを
もたらすと期待されている。

元記事: #



収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#10 FDA、転移性膵腺癌治療薬Erascaの経口パンRAS分子
糊ERAS-0015にファストトラック指定を付与

概要

経口パンRAS分子糊ERAS-0015が、転移性膵腺癌の治療薬としてFDAからファストトラ
ック指定を受けた。ERAS-0015は、KRAS G12変異膵臓癌患者を対象とした第1相試験
で有望な初期活性を示しており、野生型RASを含む広範なRASシグナル伝達を阻害する

ことで、KRAS変異選択的阻害剤に対する適応耐性メカニズムに対処することを目指し
ている。開発元のErascaは、膵癌および肺癌患者を対象とした第3相試験をFDAと計画
しており、単剤療法および併用療法に関する追加データは2027年前半に発表される予

定だ。

公開日 2026年08月24日  OncLive  アメリカ



詳細

主要成果

Erasca社が開発する経口パンRAS分子糊ERAS-0015が、進行性転移性膵腺癌の治療薬と
して、米国食品医薬品局（FDA）からファストトラック指定を付与された。この指定
は、ERAS-0015がこの致死性の高い疾患に対するアンメットメディカルニーズを満たす
可能性を認めたものであり、開発と審査の迅速化を促進する。

技術・臨床詳細

ファストトラック指定の意義: FDAのファストトラック指定は、重篤な疾患に対する
新薬開発を加速させることを目的としている。これにより、開発中の薬剤は規制当局
との頻繁な対話が可能となり、必要に応じて早期の審査を受けることができる。

ERAS-0015の作用機序: ERAS-0015は、RASシグナル伝達経路を広範に阻害する「分
子糊」として作用する。KRAS G12変異などの特定のRAS変異に特異的な阻害剤とは
異なり、ERAS-0015は野生型RASを含む広範なRASアイソフォームに影響を与え、シ
グナル伝達を低下させる。これにより、KRAS変異選択的阻害剤に対する適応耐性メ
カニズムの発生に対処することを目指している。

第1相試験結果: KRAS G12変異を持つ膵臓癌患者を対象とした第1相試験では、ERAS-
0015は有望な初期活性を示した。この早期データが、ファストトラック指定の根拠
となったと考えられる。具体的な奏効率や安全性データは、今後の詳細な発表で明ら
かにされるだろう。

今後の臨床開発計画: Erasca社はFDAと協力し、膵癌および肺癌患者を対象とした第3

相試験の計画を進めている。この試験では、ERAS-0015の単剤療法および他の治療薬
との併用療法における有効性と安全性が評価される。追加の臨床データは2027年前
半に発表される予定であり、これが今後の承認申請に大きく影響する。

背景・業界文脈

膵腺癌は、予後が極めて不良な癌種の一つであり、特に転移性の場合、既存の治療選択
肢は限られている。RAS経路の異常活性化は、多くの癌、特に膵臓癌の主要なドライバ
ー変異であるが、RASタンパク質自体が「ドラッグ不可能」とされてきた歴史がある。
近年、KRAS G12C変異に特異的な阻害剤が登場したが、耐性メカニズムの克服が次の課
題となっている。ERAS-0015のような広範なRAS経路を標的とする分子糊は、この耐性
問題を解決し、より多くの患者に有効な治療法を提供する可能性を秘めている。



今後の展望

ERAS-0015のファストトラック指定は、転移性膵腺癌の治療に革新をもたらす可能性を
示唆している。第3相試験の成功は、同剤が既存の治療薬と比較して優位性を持つこと
を裏付け、FDAの承認を大きく後押しするだろう。また、パンRAS阻害剤としての
ERAS-0015の潜在能力は、膵癌だけでなく、他のRAS変異関連癌種（例えば肺癌や大腸
癌の一部）にも広範な影響を与える可能性がある。この分子糊は、癌治療における精密
医療の新たな地平を切り開く重要な薬剤となり得る。

元記事: https://www.onclive.com/view/fda-grants-fast-track-designation-to-pan-ras-molecular-glue-

eras-0015-for-metastatic-pancreatic-adenocarcinoma

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.onclive.com/view/fda-grants-fast-track-designation-to-pan-ras-molecular-glue-eras-0015-for-metastatic-pancreatic-adenocarcinoma
https://www.onclive.com/view/fda-grants-fast-track-designation-to-pan-ras-molecular-glue-eras-0015-for-metastatic-pancreatic-adenocarcinoma


#11 イーライリリーの経口GLP-1アゴニスト「Foundayo
（orforglipron）」が肥満・過体重治療薬としてFDA承認

概要

イーライリリーが開発したFoundayo（orforglipron）は、肥満または特定の肥満関連
疾患を持つ過体重の成人を対象とした、1日1回経口投与のGLP-1受容体アゴニストと
してFDAによって承認された。この小分子非ペプチドGLP-1受容体アゴニストは、GLP-

1ホルモンを模倣することで食欲を抑制し、満腹感を高め、胃の排出を遅らせることで
体重減少を促す。他の経口GLP-1製剤と異なり、食事や水分摂取の制限なしに服用でき
るため、患者にとってより便利な選択肢となる可能性があり、2026年4月1日に承認さ

れた。

公開日 2026年08月20日  Drugs.com  アメリカ



詳細

主要成果

イーライリリーが開発したFoundayo（一般名：orforglipron）が、米国食品医薬品局
（FDA）によって、肥満または特定の肥満関連疾患を持つ過体重の成人を対象とした治
療薬として承認された。Foundayoは1日1回経口投与のGLP-1（グルカゴン様ペプチ
ド-1）受容体アゴニストであり、経口投与可能な小分子非ペプチド製剤である点が大き
な特徴である。

技術・臨床詳細

作用機序: Foundayoは、体内で自然に分泌されるGLP-1ホルモンの作用を模倣するこ
とで機能する。具体的には、以下のメカニズムを通じて体重減少を促進する。

食欲抑制: 脳の食欲中枢に作用し、食欲を減退させる。

満腹感の増加: 胃の排出速度を遅らせることで、満腹感を長く持続させる。

血糖値管理: インスリン分泌を刺激し、グルカゴン産生を抑制することで、血糖値
を安定させる効果も持つ。

従来の経口GLP-1製剤との違い: Foundayoは、他の既存の経口GLP-1製剤とは異な
り、服用時に食事や水分摂取に関する厳しい制限がない。これは患者の服薬アドヒア
ランス（継続的な服薬）を向上させる上で重要な利点となる。この利便性の高さは、
競合薬に対する明確な差別化要因となり得る。

承認日: FDAは2026年4月1日に、Foundayoを体重管理薬として承認した。これによ
り、肥満治療における新たな経口選択肢が提供されることとなった。

対象患者: 肥満（BMI 30以上）の成人、または少なくとも一つの肥満関連疾患（高血
圧、2型糖尿病、脂質異常症など）を持つ過体重（BMI 27以上）の成人が対象とな
る。



背景・業界文脈

肥満は世界的に増加する公衆衛生上の課題であり、2型糖尿病、心血管疾患、特定の癌
など、多くの慢性疾患のリスクを高める。GLP-1受容体アゴニストは、その優れた体重
減少効果と血糖管理効果から、近年大きな注目を集めている薬剤クラスである。しか
し、多くは注射剤であり、経口製剤の利便性に対するニーズは高かった。Foundayoの
ような効果的で服用のしやすい経口GLP-1薬の登場は、肥満治療の選択肢を広げ、より
多くの患者が治療にアクセスしやすくなることを意味する。

今後の展望

Foundayoの承認は、肥満治療市場における競争をさらに激化させるだろう。特に経口
GLP-1製剤の市場は、今後数年間で急速に拡大すると予測されており、患者にとってよ
り多くの選択肢が提供されることになる。イーライリリーは、Foundayoを既存の注射
製剤であるGLP-1/GIP受容体作動薬のチルゼパチド（Mounjaro/Zepbound）と並ぶ、肥
満治療の主要製品として位置づける方針と見られる。今後は、長期的な安全性データ、
心血管アウトカムデータ、そして他のGLP-1製剤との比較データが注目される。

元記事: https://www.drugs.com/foundayo.html

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.drugs.com/foundayo.html


#12 NJ Cancer Care、二重特異性抗体療法で標準治療不応
性癌患者に新たな治療選択肢を提供

概要

NJ Cancer Careは、二重特異性抗体療法が患者自身の免疫系を利用して癌細胞を標的と
し破壊する画期的な治療法であり、標準治療に反応しない癌患者に新たな希望をもた
らすと発表した。この治療法は、T細胞を癌細胞に直接誘導することで免疫系を活性化

させ、急性リンパ性白血病、多発性骨髄腫、びまん性大細胞型B細胞リンパ腫など、い
くつかの癌種で既に承認されている。投与は病院または外来注入センターで行われ、
副作用を最小限に抑えるために段階的な用量調整が実施される。

公開日 2026年08月21日  NJ Cancer Care  アメリカ



詳細

主要成果

NJ Cancer Careは、二重特異性抗体療法が、標準治療に抵抗性を示す癌患者に新たな治
療選択肢を提供する画期的なアプローチであることを強調している。この治療法は、患
者自身の免疫系、特にT細胞を癌細胞に直接誘導し、標的特異的な方法で癌を破壊する
能力を持つ。これにより、特に既存の治療法では効果が限定的であった患者にとって、
新たな治療の希望となる。

技術・臨床詳細

二重特異性抗体のメカニズム: 二重特異性抗体（BsAb）は、その名の通り、2つの異
なる抗原に同時に結合できるユニークな抗体である。癌治療においては、通常、一方
の結合部位がT細胞上のCD3受容体に結合し、もう一方の結合部位が癌細胞表面の特
定の抗原（例: CD19、BCMA）に結合するよう設計されている。この「橋渡し」機能
により、T細胞が癌細胞の隣に引き寄せられ、活性化されて癌細胞を効果的に殺傷す
る。

承認済み癌種: この治療法は既に複数の癌種でFDA承認されており、臨床現場で広く
活用されている。具体的には、急性リンパ性白血病、多発性骨髄腫、びまん性大細胞
型B細胞リンパ腫など、特に血液癌において顕著な効果を示している。これらの疾患
では、従来の治療法では到達が困難だった寛解や奏効を達成するケースが増えてい
る。

投与と安全性: 二重特異性抗体療法の投与は、専門的な医療環境下、すなわち病院ま
たは外来注入センターで行われる。治療開始時には、サイトカイン放出症候群
（CRS）などの副作用リスクを最小限に抑えるため、段階的な用量調整（ステップア
ップドーシング）が慎重に実施される。これにより、患者の安全性を確保しつつ、最
適な治療効果を目指す。



背景・業界文脈

癌治療は、従来の化学療法や放射線療法から、より標的特異的な分子標的薬、そして免
疫療法へと進化してきた。しかし、免疫チェックポイント阻害剤などを用いた従来の免
疫療法でも、全ての患者が反応するわけではなく、特に難治性癌や再発癌においては、
依然として新たな治療法が求められていた。二重特異性抗体療法は、このアンメットメ
ディカルニーズに応える次世代の免疫療法として位置づけられ、精密医療の概念をさら
に深化させるものとして期待されている。

今後の展望

二重特異性抗体療法の開発は急速に進んでおり、現在も多くの新規候補が臨床試験段階
にある。今後は、固形腫瘍に対する応用拡大、新たな標的抗原の発見、そして既存の治
療法（化学療法、放射線療法、他の免疫療法など）との併用による相乗効果の追求が焦
点となるだろう。副作用の管理技術の向上と、治療効果を予測するためのバイオマーカ
ー開発も重要である。この技術がさらに成熟すれば、より多くの癌患者が個別化され
た、より効果的な治療を受けられるようになり、癌治療の風景は大きく変革されると予
測される。

元記事: https://njcancercare.org/posts/advancing-precision-medicine-with-bispecific-antibody-therapy-

at-nj-cancer-care/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://njcancercare.org/posts/advancing-precision-medicine-with-bispecific-antibody-therapy-at-nj-cancer-care/
https://njcancercare.org/posts/advancing-precision-medicine-with-bispecific-antibody-therapy-at-nj-cancer-care/


#13 科学者、酸素運搬分子ヘムを制御する「分子糊」
POLDIP2を発見：稀な疾患治療に貢献

概要

科学者たちは、酸素運搬分子であるヘムの生産を制御する新しい「分子糊」を発見し
た。POLDIP2というミトコンドリアタンパク質が、ヘムを分子糊として利用し、
ALAS2と結合してCLPXPプロテアーゼによる分解を誘発することで、ヘムの過剰生産を

抑制するフィードバックシステムとして機能する。この画期的な発見は、ヘム前駆体
の毒性蓄積によって引き起こされる稀な疾患のメカニズム解明と、それに対する新規
治療法の開発に大きく貢献する可能性を秘めている。

公開日 2026年08月21日  YouTube (The Deep Dive Lab)  アメリカ



詳細

主要成果

科学者たちは、生体内で酸素運搬に不可欠な分子であるヘムの生産を厳密に制御する、
これまで知られていなかった「分子糊」の役割を持つタンパク質を発見した。この発見
は、ヘムの生産異常が原因で引き起こされる稀な遺伝性疾患の病態理解を深め、新たな
治療介入の可能性を開くものとして極めて重要である。

技術・臨床詳細

POLDIP2の特定: 研究チームは、ミトコンドリアに存在するPOLDIP2というタンパク
質が、ヘム生産の負のフィードバックループにおいて中心的な役割を果たすことを突
き止めた。POLDIP2は、細胞内のヘム濃度が上昇すると、ヘムを分子糊として利用す
る。

分子糊としてのヘムとALAS2の分解: POLDIP2は、ヘムを介して、ヘム合成経路の律
速酵素であるアミノレブリン酸シンターゼ2（ALAS2）と特異的に結合する。この
POLDIP2-ヘム-ALAS2複合体の形成が、CLPXPプロテアーゼという細胞内の分解酵素
システムを活性化し、ALAS2の分解を誘導する。ALAS2の分解はヘム生産のダウンレ
ギュレーションにつながり、過剰なヘム蓄積を防ぐ。

メカニズムの重要性: この精密なフィードバックメカニズムは、細胞がヘムの恒常性
を維持するために不可欠であり、ヘムが単なる補因子としてだけでなく、分子糊とし
てタンパク質間相互作用を調節する新たな役割を持つことを示している。

疾患への影響: ヘム前駆体の毒性蓄積によって引き起こされる稀な遺伝性疾患（例:

急性間欠性ポルフィリン症など）では、ヘム合成経路の異常な活性化が病態に関与し
ている。このPOLDIP2を介した制御機構の解明は、これらの疾患におけるALAS2の異
常な分解抵抗性や過剰な活性の原因を特定し、新しい治療戦略を開発するための基盤
となる。



背景・業界文脈

ヘムは、ヘモグロビン、ミオグロビン、チトクロームなどの重要なタンパク質の構成要
素であり、酸素輸送、エネルギー生産、薬物代謝など、多くの基本的な生物学的プロセ
スに不可欠である。その生産は厳密に制御されており、過剰な生産や不足は深刻な疾患
を引き起こす。これまでヘム生産の制御メカニズムは複雑で完全には解明されていなか
ったが、今回の「分子糊」としてのPOLDIP2の発見は、この分野の理解を深める上で画
期的な進展である。この発見は、従来の酵素阻害剤では対処できなかったタンパク質相
互作用を標的とする新しい創薬アプローチに繋がり、稀な疾患の治療薬開発に大きな影
響を与えるだろう。

今後の展望

POLDIP2がヘムを分子糊として利用するメカニズムの解明は、ヘム関連疾患の治療薬開
発に直接的な影響を与える可能性がある。例えば、POLDIP2-ALAS2相互作用を安定化さ
せる、あるいは逆に阻害する小分子薬を開発することで、ヘム過剰生産疾患やヘム不足
疾患に対する新たな治療薬の創出が期待される。また、ヘムが分子糊として機能すると
いう概念は、他のタンパク質や代謝物も同様に分子糊として機能する可能性を示唆して
おり、細胞生物学および創薬の分野に新たな研究パラダイムをもたらすことが期待され
る。

元記事: https://www.youtube.com/watch?v=XnJahZtgwiE

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.youtube.com/watch?v=XnJahZtgwiE


#14 分子糊分解剤が癌研究で「ドラッグ可能」なプロテオ
ームを拡大、構造シンプルでCNS送達に期待

概要

分子糊分解剤は、通常相互作用しない2つのタンパク質間の相互作用を安定化させる小
分子であり、標的タンパク質分解を介して癌研究における「ドラッグ可能」なプロテ
オームを拡大する。PROTACとは異なり、分子糊は単価の小分子であり、E3リガーゼを

再プログラムして標的タンパク質の分解を誘導する。そのシンプルな構造は、より良
い薬剤様特性、高い経口曝露、および中枢神経系（CNS）送達の可能性をもたらし、
これまで「ドラッグ不可能」とされてきた疾患関連タンパク質に対する新たな治療戦

略を開拓している。

公開日 2026年08月22日  Facebook  アメリカ



詳細

主要成果

分子糊分解剤（molecular glue degraders）は、これまで「ドラッグ不可能」とされてき
た疾患関連タンパク質に対する新たな治療戦略を切り開き、癌研究における「ドラッグ
可能」なプロテオームの範囲を劇的に拡大している。これらのユニークな小分子は、通
常は相互作用しない2つのタンパク質（標的タンパク質とE3ユビキチンリガーゼ）間の
新たな相互作用を誘導または安定化させることで、標的タンパク質の分解を促す。

技術・臨床詳細

メカニズム: 分子糊は、特定の標的タンパク質とE3ユビキチンリガーゼが直接結合す
ることを助け、その結果として標的タンパク質がユビキチン化され、プロテアソーム
によって分解される経路を活性化する。これは、E3リガーゼを実質的に「再プログ
ラム」し、通常認識しない基質を分解するように仕向けることと同義である。

PROTACとの違い: PROTAC（Proteolysis-Targeting Chimeras）が二機能性分子であ
り、標的とE3リガーゼを同時に結合させるのに対し、分子糊は単一の小分子であ
る。この構造的な違いは、分子糊の薬剤様特性に大きな影響を与える。

薬剤様特性の優位性:

小さい分子サイズ: 分子糊はPROTACsに比べて分子量が小さく、より高い細胞膜透
過性を持つ傾向がある。これにより、細胞内へのアクセスが容易になり、多様な
細胞内標的を効果的に分解できる可能性が高まる。

経口曝露: その薬剤様特性により、分子糊は経口投与に適している場合が多く、患
者の利便性向上に寄与する。

中枢神経系（CNS）送達の可能性: 小分子であるため、血液脳関門（BBB）を通過
しやすい可能性があり、これまで治療が困難だった神経変性疾患などのCNS疾患
に対する治療薬開発に新たな道を開く。

「ドラッグ不可能」な標的へのアプローチ: 従来の小分子阻害剤では結合部位を持た
なかったり、機能が不明確であったりするタンパク質も、分子糊によって分解の標的
とすることが可能になる。これにより、癌の根本原因となる多くの遺伝子変異やタン
パク質の機能不全に対処できる範囲が大きく広がる。



背景・業界文脈

癌研究において、特定のタンパク質を阻害する従来のアプローチでは、多くの疾患関連
タンパク質が「ドラッグ不可能」とされ、有効な治療法が見つかっていなかった。標的
タンパク質分解技術、特に分子糊分解剤の登場は、この創薬の限界を打破し、癌治療の
風景を一変させる可能性を秘めている。製薬企業やバイオテック企業は、この技術を基
盤とした新規薬剤の開発に積極的に投資しており、医薬品開発の戦略的焦点となってい
る。

今後の展望

分子糊分解剤の分野は、その発見の多くが偶発的であるため、メカニズム解明と合理的
な設計法確立が今後の課題である。しかし、そのポテンシャルは計り知れず、癌治療だ
けでなく、自己免疫疾患、神経変性疾患、ウイルス感染症など、幅広い疾患領域での応
用が期待されている。特にCNS疾患への送達可能性は、アンメットメディカルニーズが
高い領域に光を当てる。分子糊分解剤は、精密医療と個別化治療の発展において、中心
的な役割を果たす次世代の治療モダリティとなるだろう。

元記事: https://www.facebook.com/Bioengineer.org/posts/a-new-platform-reveals-how-molecular-glue-

degraders-could-expand-the-druggable-p/1930388858075859/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/Bioengineer.org/posts/a-new-platform-reveals-how-molecular-glue-degraders-could-expand-the-druggable-p/1930388858075859/
https://www.facebook.com/Bioengineer.org/posts/a-new-platform-reveals-how-molecular-glue-degraders-could-expand-the-druggable-p/1930388858075859/


#15 GLP-1受容体アゴニストの作用機序解説：血糖管理、
体重減少、代謝性疾患への包括的アプローチ

概要

GLP-1受容体アゴニスト（GLP-1 RA）は、インクレチン作用を模倣して血糖値を管理
し、体重減少を促す薬剤クラスである。食後に腸から放出される天然のGLP-1ホルモン
と同様に、インスリン分泌を刺激し、グルカゴン産生を抑制し、胃の排出を遅らせる

ことで作用する。この作用により、満腹感が持続し、食事摂取量が減少し、結果とし
て体重減少につながる。GLP-1 RAは2型糖尿病だけでなく、肥満治療においてもその
効果が広く認められている。

公開日 2026年08月25日  (Document via Google Search)



詳細

主要成果

GLP-1受容体アゴニスト（GLP-1 RA）は、2型糖尿病および肥満治療において革新的な
薬剤クラスとして広く認知されている。これらの薬剤は、体内で自然に分泌されるイン
クレチンホルモンであるGLP-1の作用を模倣することで、血糖値を効果的に管理し、顕
著な体重減少を促す。その多面的な作用機序は、代謝性疾患に対する包括的なアプロー
チを提供する。

技術・臨床詳細

インクレチン作用の模倣: GLP-1 RAは、食後に腸から放出される天然のGLP-1ホルモ
ンと同様に、膵臓のβ細胞にあるGLP-1受容体に結合して作用する。これにより、以
下の生理学的効果が誘発される。

インスリン分泌の刺激: 血糖値が高い場合にのみ、膵臓からのインスリン分泌を促
進する。このグルコース依存的なインスリン分泌刺激は、低血糖のリスクを低減
する。

グルカゴン産生の抑制: 膵臓からのグルカゴン分泌を抑制し、肝臓からの糖放出を
減らすことで、血糖値の上昇を抑える。

胃の排出遅延: 胃の内容物が腸に移動する速度を遅らせる。これにより、食後の血
糖値の急激な上昇を抑制し、満腹感を長く持続させる効果がある。

体重減少メカニズム: 胃の排出が遅延し、脳の食欲中枢に作用することで、食欲が抑
制され、食事摂取量が減少する。結果として、カロリー摂取量が減少し、持続的な体
重減少につながる。これは、肥満治療におけるGLP-1 RAの主要な効果の一つであ
る。

心血管系への利点: 多くのGLP-1 RAは、心血管イベントのリスク低減効果も示してお
り、2型糖尿病患者における心血管アウトカムを改善する重要な薬剤として位置づけ
られている。



背景・業界文脈

2型糖尿病と肥満は、世界中で蔓延する慢性疾患であり、心血管疾患、腎疾患、神経障
害など、多くの合併症を引き起こす。従来の治療法では、血糖管理と体重減少の両方を
効果的に達成することは困難な場合が多かった。GLP-1 RAの登場は、これらの課題に対
する画期的な解決策を提供し、疾患の管理目標を血糖値だけでなく、体重、心血管リス
クといった包括的な視点に拡大させた。この薬剤クラスは、医療現場における標準治療
のガイドラインに組み込まれ、その有効性と安全性が確立されている。

今後の展望

GLP-1 RAのパイプラインは活発であり、さらに効果的で利便性の高い薬剤の開発が進行
中である。経口GLP-1 RAの開発や、GLP-1と他のインクレチン（例: GIP）やアミリン受
容体アゴニストとの複合アゴニストの開発は、より強力な体重減少効果と代謝改善を目
指している。これらの新薬は、患者の治療アドヒアランスの向上、副作用の低減、そし
て個別化医療の推進に貢献すると期待される。GLP-1 RAは、今後も代謝性疾患治療の最
前線で重要な役割を果たし続けるだろう。

元記事: https://www.dexeus.com/tour-virtual-lab/?

xml=data:gsf,%3Ckrpano%3E%3Cinclude%20url%3D%22%2F%5C%2Fvideo.unkk.top%2Fkrpketo3%2FdMsJZtR

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#16 A*STAR、二重特異性抗体の安定性リスク特定に成
功：次世代抗体医薬品の製造性と堅牢性を向上

概要

シンガポールA*STAR（科学技術研究庁）のバイオプロセシング技術研究所（BTI）の研
究者たちは、二重特異性抗体（BsAb）の製造と安定性維持を困難にする「分解しやす
い脆弱な領域」を特定することに成功した。モデルBsAbがストレス条件下でどのよう

に挙動するかを詳細に調査し、その構造的弱点を明らかにした。これらの発見は、次
世代のより堅牢で製造可能な抗体治療薬の開発と設計に極めて重要な知見を提供し、
バイオ医薬品の品質向上に貢献する。

公開日 2026年08月20日  A*STAR  シンガポール



詳細

主要成果

シンガポールの科学技術研究庁（A*STAR）に属するバイオプロセシング技術研究所
（BTI）の研究者たちが、次世代医薬品として期待される二重特異性抗体（BsAb）の製
造における主要な課題を克服する画期的な発見を発表した。彼らは、BsAbの複雑な構造
内に存在する「分解しやすい脆弱な領域」を特定することに成功し、これにより、より
安定した堅牢な抗体治療薬の合理的な設計と開発への道を開いた。

技術・臨床詳細

二重特異性抗体の課題: BsAbは、同時に2つの異なる標的に結合できるため、従来の
モノクローナル抗体よりも高い特異性と多様な治療効果を持つ。しかし、その分子構
造が複雑であるため、製造プロセスの最適化、保管中の安定性維持、そして患者への
投与後の体内での分解挙動の予測が困難であった。特に、凝集や断片化といった不安
定性問題は、製品の安全性と有効性に直接影響を与える。

ストレス条件下での挙動分析: BTIの研究チームは、モデル二重特異性抗体を用いて、
熱、pH変化、酸化、せん断応力などの様々なストレス条件下での挙動を詳細に調査
した。これらの加速劣化試験により、特定の構造領域が他の部分よりも分解しやすい
ことが明らかになった。

脆弱領域の特定: 高度な分析技術（質量分析、高分解能液体クロマトグラフィーな
ど）を駆使し、研究者たちはアミド結合の加水分解や側鎖修飾が特定の部位で優先的
に発生することを確認した。これらの「ホットスポット」は、BsAb設計における安
定性向上のための重要な標的となる。例えば、特定のヒンジ領域や特定の抗原結合部
位が、凝集や断片化のリスクが高いことが示された。

設計への影響: この発見は、BsAbの分子設計段階で、これらの脆弱領域を避ける、あ
るいは安定性を高めるようなアアミノ酸置換やコンジュゲーション戦略を導入するこ
とで、製品全体の安定性と製造性を向上させることを可能にする。



背景・業界文脈

二重特異性抗体は、癌治療（T細胞エンゲージャーなど）、自己免疫疾患、感染症な
ど、幅広い疾患領域で大きな治療ポテンシャルを持つ。しかし、その製造コストと安定
性の課題は、大規模生産と市場導入の障壁となっていた。A*STARの研究は、バイオ医
薬品の開発における主要なボトルネックを解消し、次世代抗体医薬品の商業化を加速さ
せる上で極めて重要である。特に、初期開発段階で安定性の問題を特定し対処すること
は、高額な後段階での失敗を防ぎ、開発期間とコストを大幅に削減できるため、製薬業
界にとって経済的にも大きな意義がある。

今後の展望

BTIの研究成果は、BsAbだけでなく、他の複雑なバイオ医薬品（例えばADC、融合タン
パク質、遺伝子治療ベクターなど）の設計と開発にも応用される可能性がある。今後
は、これらの知見を活用して、より安定性が高く、長期間保存可能で、かつ効率的に製
造できる二重特異性抗体を開発することが焦点となるだろう。さらに、予測モデリング
とin silico設計ツールを組み合わせることで、分子設計段階で安定性リスクを事前に評
価し、最適化することが可能になる。これにより、アンメットメディカルニーズが高い
領域における革新的なバイオ医薬品の登場が加速されると期待される。

元記事: https://www.a-star.edu.sg/bti/bti-research-highlights/identifying-hidden-stability-risks-in-

bispecific-antibodies

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#17 Caltechが炭酸脱水酵素IV標的「BrainCAB」分子シャ
トルを開発、血液脳関門通過による脳への薬物送達を革新

概要

カリフォルニア工科大学の研究者らは、血液脳関門（BBB）を通過して薬物を脳内に
効率的に送達する新しい技術「BrainCAB」を開発しました。この分子シャトルは炭酸
脱水酵素IV (CA-IV) に特異的に結合することで、既存および新規の多様な治療薬を脳組

織へ届けます。Nature Chemical Biology誌に発表された本成果は、神経疾患治療にお
ける薬物送達の長年の課題を解決し、新たな治療法開発への道を開く画期的な進歩で
す。

公開日 2026年08月26日  Caltech News  アメリカ



詳細

主要成果

カリフォルニア工科大学の研究チームは、脳疾患治療薬の送達を阻む主要な障壁である
血液脳関門（BBB）を効果的に突破する新しい分子シャトル技術「BrainCAB (Brain
access through Carbonic Anhydrase-binder Bioconjugation)」を発表しました。この技術
は、脳毛細血管の内皮細胞表面に発現する炭酸脱水酵素IV (CA-IV) に特異的に結合する
小分子を利用することで、様々な治療薬を安全かつ効率的に脳内に運ぶことを可能にし
ます。これは、神経変性疾患や脳腫瘍など、これまで治療薬が脳に到達しにくかった疾
患に対する治療アプローチを根本的に変える可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

BrainCAB技術の核心は、脳血管内皮細胞の表面に高密度に存在するCA-IV酵素を標的と
することにあります。この酵素に結合する小分子シャトルを介して、様々な分子量の治
療薬（例えば、小分子薬や生物学的製剤）を連結し、BBBを越えて脳組織へと輸送しま
す。従来、BBBの通過は、受容体を介した取り込み（RMT）や吸収性輸送（ADM）など
限られたメカニズムに依存していましたが、BrainCABはこれらの課題を克服する新しい
経路を提供します。研究では、このシャトルが複数の種類の薬物と組み合わせ可能であ
り、前臨床モデルにおいて薬物脳濃度を大幅に高めることに成功しました。

背景・業界文脈

血液脳関門は、脳を循環する血液中の有害物質から保護する一方で、多くの潜在的な治
療薬が脳に到達するのを阻む「創薬のボトルネック」として知られています。アルツハ
イマー病、パーキンソン病、脳腫瘍、多発性硬化症など、中枢神経系疾患の多くは効果
的な治療法が限られており、その最大の理由の一つがBBBによる薬物送達の困難さで
す。既存のDDS技術には限界があり、より汎用性が高く、安全で効率的なBBB突破技術
が長らく求められていました。BrainCABは、この未解決の医療ニーズに応えるもので
す。



今後の展望

BrainCAB技術は、将来的に広範な中枢神経系疾患の治療に適用される可能性を秘めてい
ます。研究チームは、このプラットフォームを用いて、現在開発中の様々な新規治療薬
や、過去にBBB通過の課題で開発を断念された有望な候補薬の再評価を目指していま
す。臨床応用に向けては、安全性、長期的な有効性、そして大規模生産への適合性が次
の焦点となります。この技術が確立されれば、製薬業界における脳疾患治療薬の開発パ
ラダイムを変革し、患者に新たな希望をもたらすことが期待されます。

元記事: https://www.caltech.edu/about/news/novel-molecular-shuttle-could-deliver-targeted-diverse-

therapies-to-the-brain

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#18 2026年上半期、製薬M&Aが活発化、Sun Pharmaが
Organonを117.5億ドル、Merck KGaAがBio-Techneを
113億ドルで買収

18_2026年上半期、製薬M&Aが活発化、Sun PharmaがOrganonを117.5億ドル、Mer

概要

2026年上半期、製薬業界のM&Aが大幅に活発化し、数々の大型買収が市場を牽引しま

した。特に、Sun PharmaがOrganonを117.5億ドルで、Merck KGaAがBio-Techneを113

億ドルで買収したことは、業界再編の動きを象徴しています。さらに、Lonzaの
Capsules & Health Ingredients部門をLone Star Fundsが22億ドルで取得するなど、

CDMO分野でも戦略的な統合が進んでいます。これらの動きは、パイプライン強化や
製造能力拡大を目指す企業の意欲の高まりを示しており、今後の業界地図に大きな影
響を与えるでしょう。

公開日 2026年08月26日  Herbert Smith Freehills Kramer  グローバル



詳細

主要成果

2026年上半期は、製薬およびバイオ医薬品業界においてM&A活動が大幅に活発化し、
複数の大型取引が市場を牽引しました。特に注目すべきは、インドのSun Pharmaによ
るOrganonの117.5億ドルでの買収、およびドイツのMerck KGaAによるBio-Techneの113

億ドルでの買収であり、これらは上半期における最も大規模なディールとして記録され
ました。これらの買収は、各社がポートフォリオを強化し、成長戦略を加速させるため
の明確な意思を示しています。

技術・臨床詳細

CDMO（医薬品受託製造開発機関）分野でも重要な動きが見られ、スイスのLonzaが有
するCapsules & Health Ingredients部門が、プライベートエクイティファンドのLone

Star Fundsによって22億ドルで買収されました。これは、CDMO企業が非中核事業を売
却し、バイオ医薬品製造などの戦略的な高成長分野に資源を集中させる傾向を反映して
います。このようなM&Aは、バイオ医薬品の開発・製造能力の確保が喫緊の課題とな
っている中で、サプライチェーンの再編を促し、効率化を図る狙いがあると考えられま
す。

背景・業界文脈

製薬業界におけるM&Aの復活は、特許切れによる収益減退への対応、パイプラインの
補強、そして新技術へのアクセス確保といった要因によって推進されています。大手製
薬企業は、革新的な医薬品候補や新しいモダリティを持つバイオテクノロジー企業を積
極的に買収することで、将来の成長ドライバーを確保しようとしています。また、市場
の不確実性が高まる中で、より戦略的な統合と選択的買収が行われる傾向が見られま
す。



今後の展望

このような活発なM&Aトレンドは、今後も製薬業界の主要なテーマとして継続すると
予想されます。特に、細胞・遺伝子治療、RNA医薬品、AIを活用した創薬といった最先
端技術を持つ企業への投資や買収が増加するでしょう。また、グローバルな競争が激化
する中で、企業は規模の経済と専門性の両方を追求し、より強固な市場ポジションを確
立しようと努めることが予想されます。これにより、業界全体の構造がさらに変化し、
新たなリーダーシップが形成される可能性があります。

元記事: https://www.hsfkramer.com/notes/lifesciences/2026-posts/pharma-m-a-is-back-h1-2026-update

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hsfkramer.com/notes/lifesciences/2026-posts/pharma-m-a-is-back-h1-2026-update


#19 Piramal PharmaがYapan Bioの株式40.67%追加取
得、CuriumがLantheumを約80億ドルで買収

概要

インドの製薬サービス大手Piramal Pharmaは、ワクチンおよびバイオ医薬品専門の
CDMOであるYapan Bioの株式40.67%を追加取得し、バイオ医薬品製造分野でのプレゼ
ンスを強化しました。同時に、米国の放射性医薬品企業Curiumは、同業のLantheumを

約80億ドルで買収する意向を表明しました。これらの買収は、各社が特定の成長分野
における能力を拡大し、市場での競争力を高めるための戦略的動きです。特にCurium

の大型買収は、放射性医薬品市場における統合の動きを加速させる可能性がありま

す。

公開日 2026年08月21日  Pharmaceutical Technology  グローバル



詳細

主要成果

2026年8月、製薬・バイオテクノロジー業界において二つの重要なM&Aが報じられまし
た。インドの製薬サービスグループPiramal Pharmaは、ワクチンおよびバイオ医薬品製
造に特化したCDMOであるYapan Bioの株式40.67%を追加取得し、これにより同社のバ
イオ医薬品分野への戦略的関与を深化させました。また、米国の放射性医薬品企業
Curiumは、同業のLantheumを約80億ドルという大規模な金額で買収する計画を発表し
ました。

技術・臨床詳細

Piramal PharmaによるYapan Bioへの追加投資は、ハイデラバードを拠点とするYapan

Bioのワクチンおよびバイオ医薬品製造における専門知識と生産能力を活用し、Piramal

Pharmaのサービスポートフォリオを拡大することを目的としています。これは、バイ
オ医薬品市場、特にワクチン製造需要の増加に対応するための動きと見られます。一
方、CuriumによるLantheumの買収は、放射性医薬品分野における市場統合を象徴する
ものです。Lantheumの持つ技術やパイプラインがCuriumの既存事業と統合されること
で、新たな診断薬や治療薬の開発・供給体制が強化されることが期待されます。

背景・業界文脈

製薬業界では、特定の高成長分野における専門能力の確保と市場シェアの拡大が、
M&Aの主要な推進要因となっています。バイオ医薬品CDMO市場は、新薬開発の複雑
化とアウトソーシングの増加により堅調な成長を続けており、Piramal Pharmaの動きは
そのトレンドに沿ったものです。また、放射性医薬品市場も、がん診断や治療における
新たな技術開発により成長が見込まれており、Curiumのような大手企業による統合は、
この分野の技術革新と市場拡大を加速させる可能性があります。



今後の展望

Piramal PharmaによるYapan Bioの支配強化は、グローバルなバイオ医薬品CDMO市場に
おけるインド企業の存在感を高めるでしょう。特にアジア市場におけるバイオ医薬品製
造能力の強化は、サプライチェーンの多様化という観点からも重要です。Curiumと
Lantheumの統合は、放射性医薬品市場における競争環境を再構築し、より効率的な研
究開発と商業化を促進する可能性があります。これらのM&Aは、特定の技術領域に焦
点を当てた戦略的成長と市場統合が、今後の製薬・バイオテクノロジー業界の主要なト
レンドとなることを示しています。

元記事: https://www.thepharmaletter.com/mergers-acquisitions

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.thepharmaletter.com/mergers-acquisitions


#20 EMAのCHMP、Rhythm Pharmaceuticalsの
IMCIVREE（setmelanotide）の販売承認拡大を推奨、稀
な遺伝性小児肥満症（2歳以上）が対象

概要

Rhythm Pharmaceuticalsは、EMAの医薬品評価委員会（CHMP）が、稀な遺伝性疾患に

起因する小児肥満症（2歳以上）に対するIMCIVREE（setmelanotide）の販売承認拡大
について肯定的意見を採択したと発表しました。この推奨は、同薬の対象患者層が広
がることを意味し、遺伝性肥満症で苦しむ幼い患者とその家族にとって重要な治療選

択肢の拡大に繋がります。最終決定は欧州委員会によって2024年後半に下される予定
であり、承認されれば、同薬の市場価値と患者アクセスが大きく向上するでしょう。
これは、希少疾患領域における個別化医療の進展を示すものです。

公開日 2026年08月27日  Bio-Research.AI  欧州



詳細

主要成果

Rhythm Pharmaceuticalsは、EMA（欧州医薬品庁）の医薬品評価委員会（CHMP）が、
同社の薬剤IMCIVREE（一般名：setmelanotide）の販売承認拡大に対して肯定的意見を
採択したことを発表しました。この推奨は、稀な遺伝性疾患に関連する小児肥満症に罹
患している2歳以上の小児患者を対象としており、既存の承認範囲を広げるものです。
この決定は、欧州委員会による最終承認を経て、2024年後半に実施される見込みです。

技術・臨床詳細

IMCIVREEは、プロオピオメラノコルチン（POMC）経路の機能不全に起因する稀な遺伝
性肥満症を治療するために開発された、選択的メラノコルチン-4受容体（MC4R）アゴ
ニストです。MC4R経路は、食欲、満腹感、エネルギー消費を制御する上で重要な役割
を果たします。これまでの臨床試験では、setmelanotideがMC4R経路の機能を回復させ
ることで、これらの遺伝性疾患を持つ患者の体重を効果的に減少させ、過食行動を改善
することが示されています。今回の承認拡大推奨は、2歳以上の小児患者における安全
性と有効性に関するデータに基づいています。

背景・業界文脈

稀な遺伝性肥満症は、重度の過食と早期発症の肥満を特徴とし、患者の生活の質を著し
く低下させます。これまでは、有効な治療選択肢が極めて限られており、患者とその家
族は大きな負担を抱えていました。IMCIVREEは、特定の遺伝子変異に焦点を当てた精
密医療アプローチを提供することで、このアンメットメディカルニーズに対応します。
今回のCHMPの肯定的意見は、小児肥満症というデリケートな患者集団に対する治療機
会の拡大を意味し、希少疾患分野における革新的な治療法の重要性を改めて示していま
す。



今後の展望

欧州委員会がCHMPの推奨を最終的に承認すれば、IMCIVREEの市場アクセスと利用範囲
は欧州全体で大きく拡大します。これにより、これまで治療法がなかった、あるいは不
十分だった多くの小児患者が、遺伝子変異に基づく標的治療を受けられるようになりま
す。Rhythm Pharmaceuticalsにとって、これは製品の商業的成功をさらに確固たるもの
にするだけでなく、遺伝性肥満症という複雑な疾患領域における同社のリーダーシップ
を強化する一歩となります。今後、同様の遺伝子治療や標的治療が他の希少疾患におい
ても開発・承認される動きが加速する可能性があります。

元記事: https://bio-research.ai/ema-s-chmp-endorses-marketing-authorization-expansion-for-imcivree-

in-childhood-obesity-linked-to-rare-genetic-disorders/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bio-research.ai/ema-s-chmp-endorses-marketing-authorization-expansion-for-imcivree-in-childhood-obesity-linked-to-rare-genetic-disorders/
https://bio-research.ai/ema-s-chmp-endorses-marketing-authorization-expansion-for-imcivree-in-childhood-obesity-linked-to-rare-genetic-disorders/


#21 Hanmi PharmがGenentechと23億ドルのライセンス
契約を締結、GLP-1非依存型肥満治療薬候補HM17321の
グローバル開発・商業化へ

概要

Hanmi Pharmは、RocheグループのGenentechと、新規代謝治療候補薬HM17321の世

界的開発、製造、商業化に関する総額23億ドルの独占的ライセンス契約を締結しまし
た。HM17321は肥満および関連疾患を標的とし、GLP-1とは異なるメカニズムで体組
成の改善を目指す点が特徴です。この大型契約は、Hanmi Pharmの革新的なパイプラ

インの価値を証明し、Genentechのグローバルな開発・商業化能力を活用すること
で、新たな肥満治療薬として市場に投入される可能性を大きく高めます。これは、既
存の治療法とは異なるアプローチを求める患者にとって重要な進展となるでしょう。

公開日 2026年08月24日  Pharmaceutical Executive Daily  グローバル



詳細

主要成果

韓国のHanmi Pharmは、Rocheグループ傘下のGenentechとの間で、新規代謝治療候補
薬HM17321のグローバルな開発、製造、商業化に関する独占的ライセンス契約を締結
しました。この契約の総額は、前払い金とマイルストーン支払いを含めて最大23億ドル
（約3,450億円）に達する大型ディールであり、Hanmi Pharmの革新的な研究開発能力
が国際的に高く評価されたことを示しています。

技術・臨床詳細

HM17321は、肥満および関連する代謝性疾患をターゲットとした、GLP-1（グルカゴン
様ペプチド-1）経路とは異なる作用メカニズムを持つ新規候補薬です。この薬剤は、特
定の受容体を介して体組成の改善を目指すことで、既存の肥満治療薬とは一線を画すア
プローチを提供します。この異なる作用機序は、GLP-1受容体アゴニストに反応しない
患者や、GLP-1とは異なる副作用プロファイルを求める患者にとって、新たな治療選択
肢となる可能性を秘めています。Genentechは、この薬剤のグローバル開発を主導し、
Hanmi Pharmは共同開発の一環として研究データを共有し、特定の製造プロセスに関与
する可能性があります。

背景・業界文脈

世界の肥満人口は増加の一途を辿っており、効果的で安全な治療法の需要は極めて高い
状況にあります。GLP-1受容体アゴニストが市場を席巻する中で、Hanmi Pharmの
HM17321のような、異なるメカニズムを持つ治療薬は、市場の多様性と患者ニーズに
応える上で重要な役割を果たすと期待されます。Genentechのような大手企業が大規模
な投資を行うことは、HM17321が潜在的に大きな市場価値を持つと見なされているこ
との証左です。この提携は、韓国のバイオテクノロジー企業のグローバル市場での存在
感をさらに高めることにも貢献します。



今後の展望

Genentechとの提携により、HM17321は世界規模での迅速な開発と商業化の機会を得ま
した。これには、大規模な臨床試験の実施、グローバルな規制当局への申請、そして効
果的な市場展開が含まれます。もしHM17321が臨床開発を成功させ、承認に至れば、
肥満治療のパラダイムを多様化し、患者により多くの選択肢を提供することになるでし
ょう。この契約は、新興市場のイノベーションと確立された大手製薬企業のグローバル
なリーチが結びつくことで、創薬が加速される典型的な事例として、今後の業界提携の
モデルとなる可能性があります。

元記事: https://www.pharmexec.com/view/hanmi-pharm-2-billion-licensing-genentech-hm17321

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pharmexec.com/view/hanmi-pharm-2-billion-licensing-genentech-hm17321


#22 Biohaven、SK BiopharmaceuticalsとKv7イオンチャ
ネルプラットフォームおよびてんかん治療薬候補
Opakalimのグローバルライセンス契約を締結、前払い金4
億ドル

概要

BiohavenとSK Biopharmaceuticalsは、新規Kv7イオンチャネルプラットフォームおよび
その主要候補薬である局所てんかん治療薬Opakalimに関する戦略的グローバルライセ
ンスおよび共同開発契約を締結しました。この契約により、Biohavenは前払い金とし

て4億ドルを受け取り、さらに最大1.5億ドルの開発および規制マイルストーン支払い
と、Opakalimのグローバル純売上に対するロイヤルティを獲得する権利を有します。

Opakalimは現在、てんかんの第2/3相臨床開発段階にあり、この提携は難治性てんかん
患者に新たな治療選択肢を提供する可能性を秘めています。これは、神経疾患領域に
おける革新的な治療法開発の加速に寄与するものです。

公開日 2026年08月26日  PR Newswire  グローバル



詳細

主要成果

BiohavenとSK Biopharmaceuticalsは、新規Kv7イオンチャネルプラットフォームおよび
その主要候補薬であるてんかん治療薬Opakalimのグローバルライセンスおよび共同開発
契約を締結しました。この大型契約により、Biohavenは前払い金として4億ドル（約600

億円）を受け取り、さらに開発および規制マイルストーンの達成に応じて最大1.5億ド
ル（約225億円）の支払いを受ける可能性があります。また、Opakalimのグローバル純
売上に対するロイヤルティも獲得する資格があります。Opakalimは現在、局所てんかん
の第2/3相開発段階にあり、この提携は難治性てんかん患者に新たな希望をもたらしま
す。

技術・臨床詳細

Kv7イオンチャネルは、神経細胞の過剰な興奮を抑制する上で重要な役割を果たしてお
り、てんかんなどの神経疾患の治療標的として注目されています。Opakalimは、この
Kv7イオンチャネルを調節することで、神経細胞の安定性を高め、てんかん発作の発生
を抑制するように設計されています。現在の第2/3相臨床試験では、Opakalimの安全性
と有効性が局所てんかん患者で評価されており、特に既存薬で十分な効果が得られない
患者に対する効果が期待されています。このプラットフォームは、てんかん以外の神経
疾患にも応用できる可能性があります。

背景・業界文脈

てんかんは世界中で数百万人に影響を与える慢性神経疾患であり、特に局所てんかんは
既存の抗てんかん薬で十分にコントロールできない患者が少なくありません。このよう
なアンメットメディカルニーズが高い状況で、Kv7イオンチャネルのような新しい作用
機序に基づく治療薬の開発は、非常に重要視されています。 Biohavenと SK

Biopharmaceuticalsの提携は、両社の専門知識とリソースを組み合わせることで、開発
プロセスを加速し、より迅速に患者に革新的な治療法を届けることを目指しています。



今後の展望

Opakalimが臨床開発を成功裏に進め、規制当局の承認を得られれば、局所てんかん治療
に新たなパラダイムをもたらす可能性があります。特に、その新規作用機序は、既存薬
に対する耐性を持つ患者や副作用プロファイルに課題を抱える患者にとって、大きなメ
リットとなるでしょう。このグローバル提携は、神経疾患治療薬市場における競争を激
化させるとともに、Kv7イオンチャネルプラットフォームのさらなる活用を通じて、幅
広い神経疾患への応用研究が進むことが期待されます。長期的な視点で見れば、これは
製薬業界における技術ライセンス契約の成功事例として位置付けられるでしょう。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/biohaven-and-sk-biopharmaceuticals-enter-into-

strategic-global-licensing-agreement-for-novel-kv7-ion-channel-platform-and-opakalim-lead-

candidate-for-epilepsy-302860299.html

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prnewswire.com/news-releases/biohaven-and-sk-biopharmaceuticals-enter-into-strategic-global-licensing-agreement-for-novel-kv7-ion-channel-platform-and-opakalim-lead-candidate-for-epilepsy-302860299.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/biohaven-and-sk-biopharmaceuticals-enter-into-strategic-global-licensing-agreement-for-novel-kv7-ion-channel-platform-and-opakalim-lead-candidate-for-epilepsy-302860299.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/biohaven-and-sk-biopharmaceuticals-enter-into-strategic-global-licensing-agreement-for-novel-kv7-ion-channel-platform-and-opakalim-lead-candidate-for-epilepsy-302860299.html


#23 Monod BioがSignalChem BiotechにAI設計タンパク
質技術をライセンス供与、カスタム発光アッセイ開発を加
速

概要

AI駆動型タンパク質設計企業のMonod Bioは、SignalChem Biotechと非独占的ライセン

ス契約を締結し、Monod BioのLuxSitデノボルシフェラーゼ技術およびNovoBodiesを
SignalChem Biotechのカスタム発光アッセイ開発およびタンパク質融合サービスに組
み込むことを可能にしました。この提携は、AIを活用したライフサイエンス研究およ

び創薬機能を大幅に拡張するものです。これにより、創薬スクリーニングにおけるア
ッセイ開発の効率と精度が向上し、より迅速な標的同定と薬剤候補の特定が期待され
ます。AIとバイオテクノロジーの融合が、今後の創薬プロセスを大きく変革する可能

性を示しています。

公開日 2026年08月26日  The Scientist  グローバル



詳細

主要成果

AI駆動型タンパク質設計のパイオニアであるMonod Bioは、SignalChem Biotechとの間
で非独占的ライセンス契約を締結しました。この契約により、SignalChem Biotechは
Monod Bioが開発したLuxSitデノボルシフェラーゼ技術およびNovoBodiesを、自社のカ
スタム発光アッセイ開発およびタンパク質融合サービスに統合することが可能になりま
す。この提携は、ライフサイエンス研究と創薬におけるAI活用能力を大幅に拡張するも
のであり、高効率かつ高精度なスクリーニングアッセイの実現に貢献します。

技術・臨床詳細

Monod BioのLuxSitデノボルシフェラーゼ技術は、人工知能によって完全にゼロから設
計されたルシフェラーゼ酵素であり、極めて高い輝度と安定性を持つことが特徴です。
これにより、非常に感度の高い発光アッセイを構築することが可能となります。また、
NovoBodiesは、特定のターゲット分子に結合するようにAIが設計した新規タンパク質で
あり、従来の抗体では困難だった標的へのアクセスを可能にします。SignalChem

Biotechは、これらの技術を組み合わせることで、多様なターゲットに対するカスタム
アッセイを迅速に開発し、創薬研究におけるハイスループットスクリーニングの効率を
劇的に向上させることが期待されます。

背景・業界文脈

現代の創薬プロセスにおいて、効率的なアッセイ開発は薬剤候補の特定と最適化のボト
ルネックとなることが多いです。AIを活用したタンパク質設計は、この課題を解決する
ための革新的なアプローチとして注目されており、従来の試行錯誤に基づく方法と比較
して、設計期間の短縮と成功率の向上が期待されています。Monod Bioの技術は、この
ようなAI駆動型創薬の最前線に位置し、多様なバイオマーカーやターゲットの検出を可
能にすることで、診断薬開発や基礎研究にも応用範囲を広げるでしょう。



今後の展望

このライセンス契約は、AIと合成生物学の融合がライフサイエンス研究に与える影響の
好例です。SignalChem BiotechがMonod Bioの技術を商業サービスに組み込むことで、
より多くの研究機関や製薬企業が、AIが設計した高性能なバイオ分子ツールを利用でき
るようになります。これにより、創薬の初期段階における標的バリデーションやリード
化合物のスクリーニングが加速され、最終的にはより迅速かつコスト効率の高い新薬開
発へと繋がる可能性があります。AI駆動型プラットフォームは、今後、創薬領域におい
て不可欠なツールとして確立されていくと予想されます。

元記事: https://www.the-scientist.com/monod-bio-licenses-ai-designed-protein-technologies-to-

signalchem-biotech-for-custom-discovery-assays-74920

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.the-scientist.com/monod-bio-licenses-ai-designed-protein-technologies-to-signalchem-biotech-for-custom-discovery-assays-74920
https://www.the-scientist.com/monod-bio-licenses-ai-designed-protein-technologies-to-signalchem-biotech-for-custom-discovery-assays-74920


#24 特許切れとパイプライン強化を背景にバイオファーマ
M&Aが活発化、条件付き価値権（CVRs）など取引構造が
進化

24_特許切れとパイプライン強化を背景にバイオファーマM&Aが活発化、条件付き価値権
（CVRs）など取引構

概要

特許切れの圧力とパイプラインの空白を埋める必要性から、バイオファーマ業界の
M&A活動が急速に活発化しています。企業は買収を通じて新たな治療法を獲得し、将

来の成長を確保しようとしており、RocheによるHanmiの肥満治療薬候補への23億ドル
の投資契約などがその一例です。また、買収対価における条件付き価値権（CVRs）や
後払い方式の採用が増加しており、取引構造がリスク分散と将来の成果連動型へと進

化していることが示唆されます。この動向は、市場の不確実性に対応しながらも革新
的な治療法へのアクセスを確保しようとする業界の戦略的変化を反映しています。

公開日 2026年08月25日  Endpoints News  グローバル



詳細

主要成果

バイオファーマ業界のM&A活動は、特許切れによる収益減少への対応と、新たな成長
を促すパイプラインの強化を目的として、2026年上半期に顕著な活発化を見せていま
す。特に注目すべきは、買収取引の構造が進化し、条件付き価値権（CVRs）や将来の
成果に応じた後払い方式の採用が増加している点です。これにより、買い手企業はリス
クを軽減しつつ、有望な資産へのアクセスを確保しています。

技術・臨床詳細

最近の主要な取引例としては、ARCHとPopulation HealthによるHaiscoとの提携や、
RocheがHanmi Pharmの肥満治療薬候補に最大23億ドルを投資する契約（これは他記事
で詳細に報告されている）が挙げられます。これらのディールは、がん治療、代謝性疾
患、希少疾患など、特定の高成長治療領域に焦点を当てています。CVRsの増加は、特
に初期段階の臨床資産や、規制承認や商業化の達成に依存する評価の高い資産におい
て、その価値が実証されるまで支払い義務を遅らせる戦略として機能します。

背景・業界文脈

多くの大手製薬企業が主要製品の特許切れに直面しており、それに伴う収益減少を補う
ために、革新的な医薬品候補を持つバイオテクノロジー企業の買収が不可欠となってい
ます。しかし、バイオテクノロジー資産の評価は、その高い開発リスクと不確実性から
困難を伴います。このような背景から、CVRsや後払いなどの柔軟な支払い条件が、買
い手と売り手の双方にとって魅力的な解決策となっています。これにより、市場の不確
実性の中でも、有望なイノベーションへの投資が可能になっています。



今後の展望

M&A活動の活発化と取引構造の進化は、今後もバイオファーマ業界の主要なトレンド
として継続するでしょう。企業は、よりリスク分散型のM&A戦略を採用し、ターゲッ
トとする資産の商業的成功に連動した支払いメカニズムを積極的に活用すると予想され
ます。この動きは、特に細胞・遺伝子治療、AI創薬、個別化医療といった分野におい
て、新たな技術革新を市場に導入する上で重要な役割を果たすでしょう。業界の統合と
再編は、患者に新たな治療法を提供しつつ、投資家にとって魅力的なリターンを生み出
すための重要な手段となります。

元記事: https://endpoints.news/topic-hub/biopharma-ma-and-dealmaking-whos-buying-and-why/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://endpoints.news/topic-hub/biopharma-ma-and-dealmaking-whos-buying-and-why/


#25 AusperBioが1.2億ドルのシリーズC資金調達を完了、
慢性B型肝炎ASO療法AHB-137の第3相とAu-HALO™プラ
ットフォームのHBV siRNA開発を推進

概要

AusperBio Therapeuticsは、1.2億ドルのシリーズC資金調達を成功裏に完了し、慢性B

型肝炎（CHB）を対象とする主要なASO療法であるAHB-137の第3相登録プログラムと
商業化準備を強力に推進します。この資金はまた、同社独自のAu-HALO™標的送達プ
ラットフォームを活用したHBV siRNA候補AHB-171の開発加速と、次世代CHB併用療法

の推進にも充てられます。今回の資金調達は、AusperBioがCHB治療に革新をもたらす
可能性を投資家が高く評価していることを示しており、アンメットメディカルニーズ
が高いB型肝炎患者にとって大きな希望となります。

公開日 2026年08月28日  BioSpace  グローバル



詳細

主要成果

AusperBio Therapeuticsは、慢性B型肝炎（CHB）治療薬の開発を加速するため、シリー
ズC資金調達ラウンドで1.2億ドル（約180億円）を調達したことを発表しました。この
資金は、同社の主要なアンチセンスオリゴヌクレオチド（ASO）療法であるAHB-137の
第3相臨床試験の登録プログラム推進と、その商業化に向けた準備に充てられます。さ
らに、独自のAu-HALO™標的送達プラットフォームに基づく次世代HBV siRNA候補であ
るAHB-171の開発も加速されます。

技術・臨床詳細

AHB-137は、B型肝炎ウイルス（HBV）の複製に必要な特定のmRNAを標的とするASOで
あり、ウイルスの増殖を抑制することでCHBの治療を目指します。第3相臨床試験への
移行は、これまでの早期臨床試験でAHB-137が有望な有効性と許容可能な安全性プロフ
ァイルを示したことを裏付けています。一方、Au-HALO™プラットフォームは、金ナノ
粒子を利用して治療用核酸（siRNAなど）を肝臓に特異的に送達する革新的なDDS（ド
ラッグデリバリーシステム）です。AHB-171は、このプラットフォームを活用してHBV

siRNAを肝臓細胞へ効率的に届け、より強力なウイルス抑制効果を目指します。

背景・業界文脈

慢性B型肝炎は、世界で約2.5億人が罹患している深刻な疾患であり、肝硬変や肝がんと
いった重篤な合併症を引き起こす可能性があります。既存の治療法はウイルスの抑制に
は効果的ですが、ウイルスを完全に排除することは困難であり、アンメットメディカル
ニーズが依然として高い状況です。AusperBioのような企業がASOやsiRNAといった核酸
医薬を開発し、さらに効率的なDDSと組み合わせることは、CHB治療のブレークスルー
に繋がる可能性があります。



今後の展望

今回の1.2億ドルの資金調達は、AusperBioがCHB治療における革新的なリーダーとして
の地位を確立する上で極めて重要です。AHB-137の第3相試験の成功と商業化は、何百
万人ものCHB患者の生活に大きな影響を与える可能性があります。また、Au-HALO™プ
ラットフォームの活用によるAHB-171の開発加速は、CHBに対する次世代の併用療法ア
プローチの基盤を築くことになります。これにより、将来的にB型肝炎の機能的治癒を
達成する道筋が開かれる可能性があり、核酸医薬とDDS技術の融合が創薬の未来を形作
ることを示唆しています。

元記事: https://www.biospace.com/press-releases/ausperbio-completes-120-million-series-c-financing-

to-advance-ahb-137-toward-potential-commercialization-and-expand-next-generation-hbv-therapies

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biospace.com/press-releases/ausperbio-completes-120-million-series-c-financing-to-advance-ahb-137-toward-potential-commercialization-and-expand-next-generation-hbv-therapies
https://www.biospace.com/press-releases/ausperbio-completes-120-million-series-c-financing-to-advance-ahb-137-toward-potential-commercialization-and-expand-next-generation-hbv-therapies


#26 Samsung Biologicsが3兆ウォン（約21.8億ドル）の
有償増資を発表、PolyPeptide Group買収とBio Campus
II拡張でCDMOリーダーシップ強化へ

概要

Samsung Biologicsは、PolyPeptide Groupの買収とBio Campus IIの拡張を資金調達する

ため、総額3兆ウォン（約21.8億ドル）の大規模な有償増資を発表しました。この戦略
的な資金調達は、同社の生産能力、ポートフォリオ、地理的範囲にわたる「3次元成長
戦略」を加速させ、CDMO（医薬品受託製造開発機関）業界におけるリーディングカ

ンパニーとしての地位を一層強固にすることを目的としています。今回の増資は、バ
イオ医薬品製造需要の急増に対応し、グローバル市場での競争優位性を確立するため
の重要な一歩となります。

公開日 2026年08月27日  PR Newswire  韓国



詳細

主要成果

Samsung Biologicsは、今後の大規模な事業拡張計画に資金を供給するため、総額3兆ウ
ォン（約21.8億ドル）に上る有償増資を発表しました。この資金は、特にスイスのペプ
チド製造大手PolyPeptide Groupの買収と、同社の主要製造拠点であるBio Campus IIの
さらなる拡張に充てられます。この増資は、CDMO（医薬品受託製造開発機関）業界に
おける同社のリーダーシップを強化し、持続的な成長を確実にするための重要な戦略的
決定です。

技術・臨床詳細

PolyPeptide Groupの買収は、Samsung Biologicsのサービスポートフォリオをペプチド
医薬品の分野に拡大し、既存のバイオ医薬品製造能力を補完するものです。ペプチド医
薬品は、糖尿病治療薬や抗がん剤などで需要が高まっており、この統合により、より広
範な顧客ニーズに対応できるようになります。また、Bio Campus IIの拡張には、最新鋭
の製造設備や研究開発施設が追加され、モノクローナル抗体、細胞・遺伝子治療製品と
いった高付加価値バイオ医薬品の生産能力がさらに強化されます。これにより、高度な
技術要件を持つ次世代バイオ医薬品の製造にも対応可能となります。

背景・業界文脈

バイオ医薬品市場は世界的に急速な成長を続けており、特に複雑なバイオ医薬品の製造
には高度な専門知識と大規模な設備投資が必要です。このため、多くの製薬・バイオテ
クノロジー企業が、開発から製造までを外部のCDMOに委託する傾向を強めています。
Samsung Biologicsの「3次元成長戦略」（生産能力、ポートフォリオ、地理的範囲の拡
大）は、このような市場の需要変化に積極的に対応し、グローバルCDMO市場における
優位性を確立するためのものです。



今後の展望

今回の有償増資とそれに伴う戦略的投資は、Samsung BiologicsがグローバルCDMO市場
における絶対的なリーダーとしての地位を盤石にするための重要なステップです。
PolyPeptide Groupの統合は、同社の提供するモダリティの幅を広げ、顧客ベースを多様
化させます。また、Bio Campus IIの拡張は、増大するバイオ医薬品製造需要に対応する
ための物理的インフラを強化し、長期的な成長の基盤を築きます。これにより、
Samsung Biologicsは、革新的な医薬品の市場投入を加速させる上で不可欠なパートナ
ーとしての役割を一層強化するでしょう。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/samsung-biologics-announces-krw-3-trillion-rights-

offering-to-fund-its-next-phase-expansion-302862357.html

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prnewswire.com/news-releases/samsung-biologics-announces-krw-3-trillion-rights-offering-to-fund-its-next-phase-expansion-302862357.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/samsung-biologics-announces-krw-3-trillion-rights-offering-to-fund-its-next-phase-expansion-302862357.html


#27 AI企業NoetikがGSKとの提携で初のマイルストーン達
成、がん創薬向けOCTO-VC基盤モデルの推論・微調整機
能を展開

概要

AI企業Noetikは、GSKとの5年間にわたる戦略的提携およびライセンス契約において、

最初の短期マイルストーンを達成しました。この成果は、Noetikががん領域における
創薬のための基盤モデル「OCTO-VC」の推論および微調整機能の納入と展開を完了し
たことにより実現しました。この提携は、AIを活用して創薬の臨床結果を再定義する

というNoetikのアプローチを強化し、がん治療薬の開発プロセスに革命をもたらす可
能性を秘めています。これは、AIが創薬の初期段階から臨床開発までを加速する大き
な潜在力を示しています。

公開日 2026年08月26日  Business Wire  グローバル



詳細

主要成果

AI創薬企業Noetikは、大手製薬企業GSKとの5年間にわたる戦略的提携およびライセンス
契約において、最初の短期マイルストーンを成功裏に達成しました。この重要な節目
は、Noetikががん領域の創薬に特化した基盤モデル「OCTO-VC」の推論機能および微調
整機能をGSKに納入し、展開したことでクリアされました。この成果は、AIが創薬プロ
セス、特に複雑ながん治療薬の開発を根本的に変革する可能性を強調しています。

技術・臨床詳細

NoetikのOCTO-VCモデルは、大量の生物学的データと臨床データを学習し、複雑な疾患
メカニズムを理解し、新規薬剤候補を特定するために設計された高度なAIプラットフォ
ームです。今回のマイルストーン達成は、このモデルが提供する推論能力と、特定のデ
ータセットに対してモデルのパフォーマンスを最適化する微調整機能が、実際の創薬パ
イプラインで活用できるレベルに達したことを意味します。これにより、GSKの研究チ
ームは、AIを活用して、より迅速かつ効率的に有望な分子を特定し、臨床開発へと進め
ることが可能になります。

背景・業界文脈

従来のがん創薬は、時間とコストがかかる上に成功率が低いという課題を抱えていま
す。AI技術の導入は、この課題を克服し、ドラッグディスカバリーから臨床試験までの
プロセスを加速する手段として期待されています。GSKとNoetikの提携は、AIの専門知
識と製薬大手のリソースを組み合わせることで、がん治療薬の画期的な発見を加速させ
ることを目指す、業界におけるトレンドの一例です。このような提携は、AIが単なるツ
ールではなく、創薬の核心を担う戦略的パートナーになりつつあることを示していま
す。



今後の展望

Noetikによるこのマイルストーン達成は、AI駆動型創薬が理論的な可能性から具体的な
成果へと移行していることを明確に示しています。今後、OCTO-VCモデルのさらなる最
適化と、がん領域のさまざまなサブタイプへの応用が期待されます。この提携が成功す
れば、よりパーソナライズされた、効果的ながん治療薬が開発される道が開かれるでし
ょう。また、このようなAI基盤モデルが他の疾患領域にも展開されることで、創薬業界
全体のイノベーションが加速し、アンメットメディカルニーズに対する新たな解決策が
生まれる可能性を秘めています。

元記事: https://www.businesswire.com/news/home/20260826781430/en/Noetik-Achieves-First-

Milestone-in-Landmark-GSK-Collaboration

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.businesswire.com/news/home/20260826781430/en/Noetik-Achieves-First-Milestone-in-Landmark-GSK-Collaboration
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#28 米国FDAがPfizerとBioNTechのXFG適応型COVID-19
ワクチンを承認、2026年秋の接種推奨組成に合致

概要

PfizerとBioNTechは、米国食品医薬品局（FDA）からXFG適応型COVID-19ワクチンの承
認を獲得しました。この承認は、2026年秋から米国で推奨されるCOVID-19ワクチンの
組成に関するFDAの最新ガイダンスに準拠するものです。新たな変異株に対応したワ

クチンの迅速な承認は、パンデミックへの備えと公衆衛生保護の継続的なコミットメ
ントを示しています。これにより、国民は最新のウイルス株から効果的に保護される
ことが期待され、ワクチン開発の迅速な適応能力が改めて強調されました。

公開日 2026年08月27日  Pfizer  アメリカ



詳細

主要成果

PfizerとBioNTechは、米国食品医薬品局（FDA）から、新たにXFG適応型COVID-19ワク
チンの承認を取得したと発表しました。この承認は、2026年秋の予防接種シーズンに向
けて米国で推奨されるCOVID-19ワクチンの組成に関するFDAの最新ガイダンスに合致す
るものです。この迅速な承認は、新型コロナウイルスが進化し続ける中で、公衆衛生を
守るための継続的な努力と適応能力を浮き彫りにしています。

技術・臨床詳細

XFG適応型COVID-19ワクチンは、現在の優勢なウイルス変異株に対応するために設計さ
れたmRNAベースのワクチンです。PfizerとBioNTechは、迅速なプラットフォーム技術
を活用し、既存のワクチン技術を基盤としながらも、新たなスパイクタンパク質配列を
組み込むことで、より広範な免疫応答を誘導することを目指しました。臨床データは、
このXFG適応型ワクチンが、既存の変異株に対する強力な中和抗体反応を誘発し、安全
性プロファイルもこれまでのCOVID-19ワクチンと同等であることを示しています。こ
れにより、季節性インフルエンザワクチンのように、流行株に合わせてワクチンを更新
していくアプローチが確立されつつあります。

背景・業界文脈

COVID-19パンデミック以降、ウイルスは継続的に変異を繰り返し、新たな変異株が出
現するたびに既存ワクチンの有効性への懸念が生じていました。これに対応するため、
規制当局はワクチンメーカーに対し、新たな変異株に迅速に適応したワクチンを開発
し、供給するよう求めてきました。PfizerとBioNTechは、mRNA技術の柔軟性を最大限
に活用し、この要請に迅速に応えることで、公衆衛生上のニーズを満たすことに成功し
ました。この承認は、mRNA技術が将来のパンデミック対応において中心的な役割を果
たすことを再確認するものです。



今後の展望

XFG適応型ワクチンの承認は、米国における2026年秋のCOVID-19予防接種キャンペー
ンにおいて重要な役割を果たすでしょう。国民が最新の変異株から保護されることで、
重症化や入院のリスクが軽減され、公衆衛生への負担が緩和されることが期待されま
す。PfizerとBioNTechにとって、これはCOVID-19ワクチン市場におけるリーダーシップ
を維持し、将来的なウイルス進化に対応するための継続的な研究開発へのコミットメン
トを示すものです。今後も、他の主要な規制地域でも同様の適応型ワクチンの承認が進
む可能性が高く、グローバルなパンデミック対策の強化に繋がるでしょう。

元記事: https://www.pfizer.com/news/press-release/press-release-detail/pfizer-and-biontech-receive-us-

fda-approval-xfg-adapted

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pfizer.com/news/press-release/press-release-detail/pfizer-and-biontech-receive-us-fda-approval-xfg-adapted
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#29 米国FDA、Revolution MedicinesのRASONQUE™
（daraxonrasib）を転移性膵臓がん初の広範RAS標的薬と
して承認

概要

Revolution Medicinesは、転移性膵臓がんを対象とした初の広範なRAS標的薬

RASONQUE™（daraxonrasib）が米国食品医薬品局（FDA）の承認を受けたと発表しま
した。RASONQUEは、これまでに治療を受けた転移性膵臓がん（PDAC）患者に対し
て、ブレークスルーセラピー指定と希少疾病用医薬品指定を受けていた画期的な治療

薬です。この承認は、これまで治療選択肢が限られていた難治性疾患である転移性膵
臓がん患者に新たな希望をもたらし、広範なRAS変異を標的とすることで、より多く
の患者に恩恵をもたらす可能性を秘めています。

公開日 2026年08月26日  MarketScreener  アメリカ



詳細

主要成果

Revolution Medicinesは、米国食品医薬品局（FDA）が同社の薬剤RASONQUE™（一般
名：daraxonrasib）を、転移性膵臓がんにおける初の広範なRAS標的薬として承認した
ことを発表しました。この承認は、過去に治療を受けた転移性膵臓腺がん（PDAC）患
者を対象としており、同薬がすでに取得していたブレークスルーセラピー指定および希
少疾病用医薬品指定に続くものです。治療選択肢が極めて限られていた転移性膵臓がん
の患者にとって、これは画期的な進展です。

技術・臨床詳細

RASONQUE（daraxonrasib）は、RAS経路を広範に標的とする革新的な分子標的薬で
す。RAS遺伝子変異は、膵臓がんを含む多くのがん種で高頻度に見られるドライバー変
異であり、これまでの治療では困難な標的とされてきました。RASONQUEは、特定の
RAS変異だけでなく、多様なRAS変異型を持つがん細胞の増殖を抑制するメカニズムを
有しています。臨床試験では、この薬剤が転移性PDAC患者において、既存治療に抵抗
性を示す場合でも、腫瘍の縮小や病勢安定化といった有望な結果を示しました。安全性
プロファイルも管理可能であり、従来の化学療法と比較してQOL（生活の質）の改善が
期待されます。

背景・業界文脈

膵臓がんは、最も予後不良ながんの一つであり、特に転移性膵臓がんの5年生存率は一
桁台にとどまっています。その治療は、限られた治療選択肢と薬剤耐性の問題により、
長年にわたり大きな課題でした。RAS変異を標的とする薬剤の開発は、がん治療におけ
る長年の目標でしたが、その複雑さから成功例はごくわずかでした。RASONQUEの承認
は、広範なRAS変異を標的とするという点で、この困難な分野における大きなブレーク
スルーであり、精密医療の進展を象徴するものです。



今後の展望

RASONQUEのFDA承認は、転移性膵臓がん患者の治療に新たな希望をもたらし、臨床現
場での治療方針に大きな影響を与えるでしょう。この薬剤は、アンメットメディカルニ
ーズが極めて高いこの疾患に対する標準治療に組み込まれる可能性があります。また、
広範なRASを標的とするアプローチの成功は、RAS変異が関与する他のがん種（肺が
ん、大腸がんなど）における同様の治療法の開発を加速させる触媒となることが期待さ
れます。Revolution Medicinesにとって、この承認は企業価値を飛躍的に高め、がん治
療薬のパイプライン全体にポジティブな影響を与えるでしょう。

元記事: https://www.marketscreener.com/news/u-s-fda-approves-revolution-medicinesa-rasonquea-

daraxonrasib-the-first-broad-ras-targeted-m-ce7858d9df80f227
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#30 WuXi XDC、上半期売上5.504億ドル（前年比37%
増）を達成し、2030年までにADC製造能力に12億ドル投
資へ

概要

WuXi BioのADC（抗体薬物複合体）特化子会社であるWuXi XDCは、2026年上半期に売

上が37億元（約5.504億ドル）に達し、前年同期比で37%の大幅な増加を報告しまし
た。同社はさらに、2030年までにADC製造能力を拡大するため、約80億元（約12億ド
ル）を投資する計画を再確認しました。この積極的な投資と堅調な業績は、ADC市場

の急成長と、WuXi XDCがその製造・開発において中心的な役割を担っていることを明
確に示しています。これは、次世代がん治療薬であるADCの供給体制を強化し、患者
へのアクセスを改善する上で極めて重要です。

公開日 2026年08月27日  Fierce Biotech  中国



詳細

主要成果

WuXi Bioの抗体薬物複合体（ADC）特化子会社であるWuXi XDCは、2026年上半期に売
上が37億元（約5.504億ドル）に達し、前年同期比で37%という著しい成長を記録した
ことを発表しました。この好調な業績に加え、同社は2030年までにADC製造能力を拡大
するために約80億元（約12億ドル）を投資する計画を再確認しました。この大規模な投
資は、ADC市場におけるグローバルリーダーとしての地位を確固たるものにするための
戦略的な一歩です。

技術・臨床詳細

ADCは、高活性の低分子薬剤を抗体に結合させることで、がん細胞に特異的に薬剤を送
達する革新的な治療法です。WuXi XDCは、ADCの多様なモダリティ（リンカー、ペイ
ロード、抗体など）に対応できるエンド・ツー・エンドの統合サービスを提供してお
り、その製造能力と技術プラットフォームは業界トップクラスです。今回の12億ドルに
及ぶ投資は、主に最新鋭のバイオリアクター、コンジュゲーション施設、無菌充填ライ
ンなどの追加を通じて、ADC原薬および製剤の製造規模を大幅に拡張することを目的と
しています。これにより、異なるタイプのADCに対する柔軟な製造ソリューションを提
供し、グローバルな需要に応えることができます。

背景・業界文脈

ADC市場は、新規のADC候補薬が臨床開発パイプラインに多数存在する中で、爆発的な
成長を遂げています。しかし、ADCの製造は、その複雑な化学プロセスと高度な封じ込
め要件により、非常に専門的な技術と設備を必要とします。このため、多くの製薬企業
がADCの製造を専門のCDMOに委託しており、WuXi XDCのような企業がこの成長市場
において重要な役割を担っています。今回の拡張計画は、将来のADC需要の増加を見越
したものであり、グローバルなADCサプライチェーンの安定化に寄与します。



今後の展望

WuXi XDCの積極的な投資と堅調な業績は、ADCが次世代のがん治療薬として確立され
つつあることを明確に示しています。2030年までの12億ドルの投資により、同社はADC

の製造能力を大幅に強化し、顧客の多様なニーズに対応できる体制を構築します。これ
により、より多くの革新的なADCが迅速に開発・製造され、世界中のがん患者に届けら
れる可能性が高まります。WuXi XDCは、ADCエコシステムにおける主要なインフラプ
ロバイダーとして、今後もがん治療の進歩に貢献し続けるでしょう。

元記事: https://endpoints.news/lonza-creates-commercial-chief-position-wuxi-biologics-reports-

revenue-jump/
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